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組 織 の 概 要

1。 設 置 の 目的

2.機 能 と事 業

8 機 構 お よび業 務 内容

4.職 員



設置の 目的

本県の工業は、昭和 30年代後半か ら新規工場立地の進展に伴い、大きく発展 してきま した。

従来は繊維工業が中心で したが、一般機器、輸送用機器、電気機器等の加工組立型産業が中心

を占めるようにな り、工業構造は大きく変化 してきま した。

こうした状況の中にあって、本県進出企業 と在来中小企業間では技術水準の格差が大きく、

また、企業間の連携・協力体制が十分でないこともあ り、中小企業の技術力向上、支援体制整

備の要請は、急激な技術の進歩に伴い、ますます重要な課題となってきました。

これまで、地場産業の発展を支える機関はあっても、県内工業の全般的課題に深 くかかわ り、

基盤的役割を果たす機関は未整備で した。

また、本県産業の主要な部分が高度で先端・先進的な技術を必要とする電子、機械、精密加

工等の業種に転換 してきたことや、 これ ら業種や複合技術に関連する協力企業群の技術水準の

向上が不可欠とな り、これ らへの技術力向上支援体制を充実することが大切となってきま した。

さらに、 こうした時代背景の中で、企業相互、産 。学・官の連携により、各分野に分散・個

別に蓄積 されてきた技術ポテ ンシャルを結集するなどの適切な対応が必要とな ってきました。

産業界からの強い要請もあり、このような課題に応えるため、電子、機械、化学、食品、材

料、デザインなど、広範な分野を対象とする総合的な試験研究指導・研修機関として、また本

県工業技術振興の拠点として、工業技術センターは昭和 60年 4月 に設置されました。

また、急速技術革新に対応 し、今後技術立県としての地位を確立するため、総合的な試験研

究機関としての工業技術センターの整備に伴い、人材育成、技術・人的交流、情報の収集・提

供といったソフ ト部門を受け持つ (財 )滋賀県工業技術振興協会が昭和 60年 3月 に設立され

ました。



2g梢縮と溢輯

(1)技冷勝日談・指導

(2瀾勝陽鰯齢1度

(3)技術普及講習会の実施

(4)技術アレ イヾザー派遣・巡回指導の実施

(1)情報誌の発行

(2)工技連連合部会・地方部会等の開催

(3)図書の整備・開放利用

指 導 。 助 言

,「  ラ毛 (1較桁lir属丹発:)

(1)研究活動の推進

(2)コ ンピュータの利用促進

(3),鯵射,J度

工

業

技

術

セ

ン

タ

ー

試 験 。 分 析

(1澪報発か析鵜 辞の琳

(2鴻朔料・製品等のイ紳鼎灯験

(3)開放試験機器の提供

企 画 調 整

(1)工業技術振興施策の企画・研究の調整

(2)工業技術振興懇話会の開催

(3)工業技術関係調査の実施

交 流 促 進

(1)技術交流プラザ事業の実施

(2"映種較財前倒嘩狂業の期 色

(3)科学技術振興プラザ開イ十日子業の実施

(シ ンポジウム・講演会)

情 報 収 集 提 供

(1)科学技術セミナーの開催

(2)」OISettTOLISの オンライン利用

(3)情報誌の発行

工

業

技

術

振

興

協

会

(1)技玲lirTrJH跡の開催教 育 。 研 修

-2-



8。 機構および業務内容

工業技術センターは総合的な試験研気 指導、研修等を実施するために、企画管理課、技術第一科・第二科を

設けています。そして、(朗 )滋賀県工業技術振興協会と連携を図りながら、効果的な活動を推進しています。

(平成 6年 4月 1日現在)

工業技術センター

企団 製 燃

技術第す科

所 次   長

総括専門員

職員数 25名

技術第二科

事務 5名

技術 20名

柳 膝

理事長 一― 副理事長

|

常務理事 一―一 事務局次長

(事務局長)

管 理 係 ①センターの庶務に関すること。
②そのイM也の科および係りに属さなも軌

企 画 係 ①試験研究の企画調整に関すること。

②工業技術情報および調査研究に関すること。

③工業技術振興協会に関すること。

④その他工業技術の振興に関すること。

電子応用係 ①電気・電子技術に関する試験研究および指導

に関すること。

機械応用係 ①機械技術に関する試験研究および指導に関す

ること。

一 工業羽料係 ①工業羽料に関する試験研究および指導に関す

ること。

― 化学食品係 ①化学および食品に関する試験研究および指導

に関すること。

一 ァザイン係 ①産業デザインに関する研究および指導に関す

ること。

総 務 課 ①協会の庶務に関すること。

業 務 課 ①技術研修G醜必)の開催に関すること。

②技術セミナーの開催にお関すること。

①技術交流(異業種など)の推進に関すること。

①技術情報の収集・禎静冬に関すること。

⑤工業技術センター支援事業に関すること。

-3-
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4.職員

(平成 6年 4月 1日 現在 )

山下 誠児技 師

野上 雅彦主 任 技 師

デザイン係深尾 典久主 任 技 師

松本  正主 査井上 栄一主 任 技 師

中村 吉紀係 長月瀬 寛二主 査

化学食品係河村安太郎係  長  (兼 )所 付 主 査 長谷川幸一

(財 )滋賀県工業技術
振興協会出向

今道 高志技 師機械応用係児島 聖治主 任 主 事

那須 喜一主 任 技 師小川 栄司主 任 技 師鈴木 敏道企 画 係 長

横井川正美主 査櫻井  淳主 任 技 師山下 和子主 査

阿部 弘幸主 査木村 昌彦主 査安田 光男管理係長(兼 )

前川  昭主 査中山 勝之係 長 (兼 )安田 光男課 長

松,|1 進係 長 (兼 )電子応用係企画管理課

工業材料係河村安太郎専
日

ｕ

日
１ 員井上 嘉明総 括 専 門員

松川  進科 長中山 勝之科 長北川作一郎次    長

技術第二科技術第一科大槻 良一所 長

氏  名職  名氏  名職  名氏  名職  名
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459,055,579計

職 員 費 196,333,256

工業技術センター施設整備基金への積立 3,303,268

2,379,901技術アレ イヾザーおよび巡回XT儲解

2,617,450研究連携推進事業費

6,632,000技術指導費

飾 朧 13,155,000

836,000恥 礎

7訂,835,457期 ヤ辮

試験研究用備品等設備整備 36,520,813

(財)滋賀県工業技術振興協会への助成 37,205,434

業 2,790,550

78,446,450庁舎等管理運営費 (普及広報費を含む)

1,000,000科学技術振興プラザ開催

金   額概 要

1。 ―    (評晩見5有尉支)

2.歳入・歳出

歳 入

(単位 :円 )

(単位 :円 )

111,881,567111,881,567110,148,000計

45,000諸 収 入 55,94055,940 複写サービ
｀
ス 55,940

繰 入 金 65,932,46365,932,46365,934,000 工業技術センター施設整備基金取崩し

寄 附 金 5,100,0005,100,0005,100,000

23,469,000財産収入 弱 餃 徹 ンタ魂     悔 (3,303,268
は   20,166,846

23,470,11423,470,114

使用料及び
手 数 料

17,323,05017,323,05015,600,000
４

３

０

０

５

０

６

４

２

０

７

５

２

０

予 算 額科 目 収 入 済 額調 定 額 適 要
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歳 出 (単位 :円 )

459,055,579△ 言十

456,073,981ノJヽ      言|‐

34,000公 課 費

10,613,268積 立 金

20,000/Jヽ    言十38,159,134長惨実縛塾

20,000旅   費豊塗舎蕃筆鍵善
42,416,371備品購入費

44,173ノJヽ    月干|^4,913,775原材 料費

44,173旅   費異流磐畿警
総
務
費

33,775,182
蟄鞘

20,000小   計51,654,361委 託 料

20,000旅   費手と}!さ旨|:営三樫
8,178,055役 務 費

2,897,425ノ」ヽ    :干 |‐61,133,576需 用 費

40,000役 務 費5,550,085旅   費

需 用 費3,259,000 122,000報 償 費

1,075,425旅   費30,243,861共 済 費

440,000報 償 費66,931,113職員手 当

1,200,000幸民   商川工

業

振

興

費

100,180,200給   料

20,000
長誤察符塾落義蕃

商
　
工
　
業
　
費

商

工

費

4,032,000幸長   西川

工

業

技

術

セ

ン

タ

費

中

ノト

企

業

費

商

工

費

節目項款節目項款

執 行 額

科 目

執 行 額

科 目
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3 決算額

年度房じ歳入 。議出一覧表

*1寄付金 5,100,000円 を含みます。
*3寄付金 9,000,000円 、県債 270

*2寄付金 700,000円 を含みます。
000,000円を含みます。 *4寄付金 5,100,000円 を含みます。

(単位 :円 )

(単位 :円 )

65,982,46323,470,11417,323,050 456,073,981*4   349,292,41455,940

28,183,26081,776,28439,589,38220,125,00015,552,050 945,959,213*3   760,733,237

55,874109,026,77672,563,52910,400,00013,941,100 759,074,398*2 553,087,119

512,865,074262,587,85233,267,995106,709,70387,251,2247,750,00015,298,300

14,910112,937,77647,035,36127,319,00012,599,050一売 763,711,855*1   563,805,758

5,709,00010,325,10063 401,310,300249,350,60120,597,00097,444,00017,884,599

6,919,85062 350,268,921226.806,29399,886,24616,658,532

261,292,98016,012,6336,818,35061 218,562,32633,165,000

498,538,334

535,851,289

196,987,90440,845,000241,353,33012,950,0001,397,100

13,897,000５９

一

６０

2.543,098,3502,120,427,00058,585,000350,180,350

48,967,00043,967,000

2,695,2402,695,240５７

一

５８

計一 般 財 源財 産 収 入国 庫 支 出 金
隼用鐵及紺

諸 収 入繰 入 金

歳 入年
　
　
度

456,073,981196,333,25685,540,26837,205,43413,155,00087,319,21086,520,813

81,326,94036,760,70512,441,00083,229,60996.191.391448,900,754 945,959,213187,108,814

76,017,59182,728,956292,064,790 759,074,398171,833,10991,674,78431,524, 16813,231,000

162,129,863108,521,51030,128,06114,423,00084,235,516110,473,6842,953,440 512,865,074

一死 146,899,172390,510,76130,812,1631■ 780,00073,718,000109,991,759 763,711,855

29,366,77811,734,00045,049,000123,231,00063 401,310,300137,173,20454,756,318

28,807,1249,192,50030,549,100109,987,60762 350,268,921117,317,77254,414,818

110,027,03250,503,87230,770,8819,020,00034,221.520301,307,98461 535,851,289

29,580,4814,086,00022,757,930295,149,00060 493,533,33492,468,36649,491,557

350,189,3502,188,909,00059 2,543,098,3504,000,000

43,967,00058 43,967,000

2,695,24057 2,695,240

施設整備費建  設  費 職 員 費運  営  費振興協会
助  成

研究開発普及指導費

年
　
　
度

歳 出

注 :1 財産収入
3.諸 収 入

工業技術振興基金運用収入他
日本自転車振興会補助金他

金

費
入
設

繰

建

工業技術センター施設整備基金取崩 し

調査等事務費を含む
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施 設 お よび 設 備 の 概 要

1.敷 地 お よび建物

2.設 備 。機 器



1.敷 地 お よび 建 物

所在地  滋賀県栗大郡栗東 町上砥 山 232番 地

電  話  0775-58-1500 FAX 0775-58-1373

(1)案 内 図

大安家具

D

も玲尊

S様

0

じ

′

粟東町役場
y

●

東高校

栗東インターチェンジ
●

工業技術センター

OJR利 用 の 場 合

草 津 駅 下 車

・ 帝産 バ ス 金 勝線 :西 住 宅 (東 宝 ラ ン ド経 由)行 き

北 の 山下 車  徒歩 … … … … … … … … … …

・ タ ク シー 草 津駅 か ら… … … … … … … … … … … … …

手 原駅 か ら… … … … … … … … … … … … …

O自 家 用 車利 用 の 場 合

・ 名 神 高 速 道 路 ・ 栗 東 イ ンター チェンジよ り ・… … … …

・ 国道 1号 線 上鈎 交 差 点東 へ … … … … … … … … … … …

Ｎ

Ａ
川
何
＼
Ｐ
Ｉ

●

至信楽

近江成田山

約 20分

約 3分

約 15分

約 5分

約 5分 (2.5撤 )

約 8分 (3.6伍 )

8



(2)配 置 図

至信楽

インターチェンプ

地

物

土

建

33,721。 14a12(登 記 面 積 )(実 測 面 積 34,929.56ぽ )

研 究 管理 棟

(鉄 筋 コ ンク リー ト造 2階 建 。一 部 5階 建 )

実験 棟

(鉄 筋 コ ンク リー ト造 平屋 建 。日本 自転車 振 興 会補 助 )

別 棟 (開 放 試験 室 )

(鉄 筋 コ ンク リー ト造 平屋 建 。国 庫補 助 )

別  館  工 業 技 術 振 興 会 館

(鉄 筋 コ ンク リー ト造 3階 建 )

その他

東

線

栗

号

神

ユ

名

道

至

国

多

tJF水 処理施設

4,296m子

69311¥

154m2

2,394m2

254ぽ

至国道 ユ号線

∞

/rth

別棟"

υ

◇

場
鞘 鞠
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2鬱 設 備・ 機器

平成 5年 度 に取得 した主要機器 等は次の とお りです。 (財 源 :県 単独 )

(株 )ミ ツ トヨ マイク Elパ ック720二次元測定機解析装 置 一 式

平 成 5年 9月 20園

平成 6年 と月 5渇

一 式
ガイオテ クノ ロジー(株 )

と:WS i ЁttS4800/と 10とッT

顕微 Fアと
｀
一 とRチ再]畑 熱炉

マイ aン ソフ トウェア

開発支援 システ ム

平成 5年 8月 18園一 式
リンカム社 TH 1500雛馘型顕微鏡用

触藝装避

計測用 レーザ光源 平成 5年 7月 19剛一 式
(株 )日 本 レーザ 空冷 Arイ オンレーサ ―゙

5490A

デザ イン開発 支援装 置 平成 5年 6月 30日式日本 電気 (株 )PC-9821Ap/U2

平成 5年 6月 29回一 式App e   Qキladra800
工芸デザイ ン・

ヴィジェアライザー

取 得 年 月 日数 量規 椿瞬日 名
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1.業務の企画・推進

(1)滋賀県工業技術振興懇話会の開催

本県工業技術の長期的な展望、企業ニーズに適応 した研究開発の推進および技術開発基盤

の整備を図るため、滋賀県工業技術振興懇話会 (座長 板倉安正 滋賀大学教育学部教授 )

を開催 し、産 。学 。官か らの専門的な意見や提言を得ました。

第 17回   開 催 日 平成 5年 10月 22日 (金 )

開催場所 滋賀県工業技術セ ンター会議室

議 題 等 ○産学官連携による工業技術振興システム調査研究報告について

○ しが FAコ ンソーシアム事業について  ○意見交換

第 18回   開 催 日 平成 6年 2月 23日 (水 )

開催場所 滋賀県工業技術センター会議室

議 題 等 O工 業技術センター 。工業技術振興協会の事業概要について

○立命館大学理工学部「びわこ・ くさつキャンパス」への拡充移転

について               ○意見交換

滋賀県工業技術振興懇話会委員名簿 (平成 6年 3月 )

大 槻 員 滋賀県工業技術セ ンター 所長

滋賀県商工労働部 部長山 脇 康 典

財団法人滋賀県工業技術振興協会 理事長木 村 新太郎

岩 本 令 吉 大阪工業技術研究所 所長
行政 。その他

(5名 )

近畿通商産業局 商工部 部長丸 山 芳 樹

内 藤 悦 郎 滋賀県短期大学 工業部 教授 (工業部長 )

田 中 道 七 立命館大学 理工学部 教授

立命館大学 理工学部 教授 (理工学部長 )大 野  豊

三 石 明 善 龍谷大学 理工学部 教授  (理工学部長 )

龍谷大学 理工学部 教授′よヽ 泉 光 恵

滋賀大学 教育学部 教授板 倉 安 正

学識経験者

(6名 )

袖 田 二 郎 松下電器産業い 空調研究所 所長

日本ソフ ト開発い 社長藤 田 義 嗣

平 本  叔 東 レ仰 電子情報材料研究所 所長

谷 口 博 美 富士車輌仰 常務取締役  (滋賀工場担当 )

高橋金属仰 社長高 橋 政 之

日光化成m 滋賀事業所 所長高 木 正 年

斎 藤 利 彦 い鮎家 社長

日本アイ 。ビー・エム伽 野洲工場長木 村  博

草津電機い 社長北 村 辰 雄

大 島 正 光 新旭電子工業い 相談役

池 田  敬

県 内 企 業

(11名 )

大 日本スクリーン製造仰 彦根地区事業所 常務取締役

氏 名
|と

2と生                          r) 【ナ 助  属 伎  域
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(2)し が FAコ ンソーンアム

高度かつ多様な技術要請に対 し、県内企業が的確に対応できる技術力を養 うことは極 めて重

要です。そこで、平成 5年度 に新 しく、産学官の研究交流 を促進 しなが ら企業の 自動化技術の

高度化を 目指す、「 しが FAコ ンソーシアム」を結成 しま した。

当コンソー シアムは産業界 42企業、大学 101係 25名 、県関係 14名 を組織母体 と して、主

に FA技 術分野に照準を合わせて事業を展開 しています。

初年度は産学官の相互の研究紹介や情報交換を中心に、次のよ うな事業を実施す るとともに

ア ンケー ト調査等を行 いなが ら会員間の技術交流に努めま した。

○設立総 会 (第 1回 例会 )

日 時 :平 成 5年 9月 6日   場 所 :ク サ ツエ ス トピア ホテル (革 津 市 )

内 容 :総 会 規 約案 の承認  役員選 出、三役の選任 顧 間、参与 、運 営委員 の選任

事 業計画案 と予算案

記念講演  「メカトロ。ロホ
゛
ットの現状 と課題 」 立命館大 学 花 房客員教 授

○第 2回 例 会

日 時 :平成 5年 10月 14日   場 所 :立 命 館大学衣笠校舎 (京 都 市 )

内 容 :研 究 活動 報告 (立 命鮪 大学 )

「 FAに 関す る研 究紹介 」           井 上教 授

「人 間の 自然な動 作 を入 力 とす るヒューマンインターフェイス」 井 上教 授

「 ニューラルネットワーク、遺伝アルコ
゛
リス

゛
ムのロホ

゛
ット、生産システム」渡 部教 授

「 振動 と騒 音の能動 制御 」           秋下教 授

「 ワイヤー駆動メカニス
゛
ムを利用 したロホ

・
ットンステムJ     川村 助教 授

「ロホ
゛
ットハンド・アームハ

゛
ンド・双腕 ロホ

゛
ソトの高機 能」   永井 助手

○第 3回 例 会

日 時 :平 成 5年 H月 18日   場 所 :県庁商工 労働会館 (大津市 )

内 容 :研 究 活動 報告

「タスク・夕
゛
イレクト・gホ

゛
ティスク」           立命 館大 学  前 田教 授

「超 音波 に よる材 質の非破壊 評価につ いて」   龍 谷大学   大塚教 授

「 ファン
・

ィクラスタリンク
゛
につ いて」          立命 館大 学  亀井 助教 授

「疲労損傷 の非破 壊検 出 と余 寿命 測定法 につ いてJ龍 谷大学   堀川 教 授

産業 界報告 草 潤と電機 (株 )/ニ チデ ン機 械 (株 )/キ ステ ム (株 )

特 別講演  「 ソフ ト系科学技 術 につ いて」

FAコ ンソー シア ム会長 立命 館大学  得丸教 授

○第 4回 例会

日 時 :平 成 6年 1月 25日   場 所 :龍 谷大学 (大 津市 )

内 容 :研 究活動 報告 (龍 谷大学 )
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「 カーエレクトロエクスとメカトロニクス」           壷井教 授

「ニューロコンヒ
°
ューティンク

゛
とロホ

゛
ットコントロール」       堤 助教 授

「 ハ
゛
イオメカゥ クスの方法論 」            和 EEl助 手

産業 界報告  富士車輌 (株 )/口 本 アイ 。ビー 。エ ム(株 )/日 本 ソフ ト開発 (株 )

○第 5回 例会

日 時 :平成 6年 3月 10日   場  勝 :つ がや ま荘 (守 山市 )

内 容 :研 究 活動 報告

「ガ ランレスDCモータの等価弱 め磁 界 によ る最大 出力運 転 と最適定数」

立命館 大学

「 制御 系設計へ の知識工 学の応用」       龍谷大 学

「 有 気 孔メタルホ
゛
ンドタ

゛
イヤモンドホイールの 開発 J      立命 館大学

産 業 界報告  (株 )イ シダ/(株 )日 本 ビー コム/松 下 電器産 業 (株 )

小松助教 授

藤原助教 授

田中教 授

(3)滋 賀 ファイ ンセラ良ツクスフォーラム

当 フ ォー ラムは、 フ ァイ ンセ ラ ミックス関連産業 間の連 携 を図 る必要 か ら、産 。学 。官が一

体 とな って運 営推 進 されてい ます。

平成 5年 度 は、会員企業 の訪 間 と講演会 および初級研 修会を実施 しま した。概要 は次 の とお

りです。

○ 総

口

内

会 (弟 16回 例会 )

時 :平 成 5年 5月 20日    場 所 :滋 賀県工業技術 セ ンター

容 :講 演  「圧 電 ジ ャイ ロの開発経緯 」

(株 )村 田製作所  ジ ャイ ロ商品部  部長 井 上純一

「 内燃機 関へ のセ ラ ミックスの応用」

京 セ ラ(株 )総 合研 究所  開発 部  GT開 発 課長 吉 田 真

○ 第 17回 例会

日 時 :平 成 5年 7月 1日    場  所 :滋賀 県工業技術 セ ンター

内 容 :講 演  「 新 セ ラ ミックスの 開発状況 と耐摩特 性評価技術 J

「 ほ う化物 セ ラ ミックスの焼結 と特性並 びに応用」

工 業技術 院九州工業技術試験所 材料 開発部 渡辺  忠彦
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○第 10回 研修 会 (初 級研 修会 )

日 時 :平 成 5年 7月 26日    場 所 :龍 谷大 学瀬 EIl学 舎

「 セ ラ ミックスの合成 (1)」  絶谷大学理 工学部 教 授

○第 11回 研修 会 (初 級研 修会 )

日 時 :平 成 5年 8月 23日    場  所 :龍 谷大学瀬 田学舎

「 セ ラ ミックスの合成 (2)」  龍谷大学理工 学部  教 授

○第 12回 研修 会 (初 級研 修会 )

日 ":平成5年 9月 6日    場 所 :滋 賀県工業技術センター

「 セ ラ ミックスの評価 J

○第 18回 例会 (会 員企業 見学 )

日 時 :平 成 5年 10月 21日    場 所 :オ ム ロ ン(株 )草 津事業 所

「オ ム ロ ン (株 )の 脱 フ ロン対策 」  環境 推進室 右 近 忠 郎

○第 13回研修会 (県 外研修会 )

日 時 :平 成 5年 12月 7日

「 各種セラ ミックスの摩擦摩耗特性」

工業技術院大阪工業技術試験所 がラスセラミックス材料部 岩佐 美喜男

上條  柴治

上條  榮 治

場  所 :瀬 戸窯業技術 セ ンター/内 外セ ラ ミックス(株 )

/(株 )超 高 温材料研 究 セ ンター (岐 阜 セ ンター )

○第 19回 例会

日 時 :平 成 6年 2月 18日   場  所 :滋 賀県工業技術 セ ンター

内 容 :講 演  「 フ ァイ ンセ ラ ミックスセ ンターの紹介 J

(財 )フ ァイ ンセ ラ ミックスセ ンター  理 事

「 粒度分布 測定 の現状 と問題 点 J

(財 )フ ァイ ンセ ラ ミックスセ ンター試験 研究所

ヌ
°
ロセス技 術ク

゛
ルーフ

°
    研究員

「 セ ラ ミックスのマイ ク ロ波焼結 、接 合」

(員オ)フ ァイ ンセ ラ ミックスセ ンター試験研 究所

機 能材料 Ⅲク
゛
ルーガ    総括部 長

竹 田 昇一

早川 修

角 岡 勉
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2.依 頼 試 験 分 析 お よぴ 機 器 提 供

(1)依頼試験分析

企業や団体から依頼を受け、材料や製品などの成分分析や各種試験韻1定 を行っています。これ らの業務に迅速

的確に対応できるよう試験機器の整備を図るとともに、試験方法について新 しい技術の習得に努めています。

平成 5年度依頼試験分析実施状況

149本
言十 1,651

218デザイン指導デ ザ イ ン 指 導 田寺間

食品物性 ,微生物試験 成 分4食品定量分析

23定量分析化 学 分 析 成 分117

90恒温恒湿試験 口寺問

日4腐食試験

16振動試験

環 境 試 験

口寺間59

金属組織試験 視野

試料 。測定2010硬さ試験

試料45368強度試験

材 料  試  験

測 定256温度測定

14周波数測定 浪1定

測定
つ
る絶縁抵抗演1定

試験耐電圧試験

演1定4109電気特性の測定

電 気 ・ 電 子 試 験

件  数項   目区 分 測 定 名単 位 数

参考 年度別依頼試験分析実施件数

55587629実 企 業 数 2394138444744

12913914110223147△ 言十 1,12914991100

デ  ザ  イ  ン 326

18食品物性 。微生物試験 562915

12020化 学 分 析 39023292238425145

物 性 試 験

14184218環 境 試 験 l132012

精  密  測  定 4

15材 料 試 験 4657939416771563760

12電 気 ・ 電 子 試 験 64178126

60区分 年度 合 計5432一万636261
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(2)開放試験機器の提供

企業が新製品の開発、品質の向上、生産技術の改善等を目的として、試験機器を利用して試験 。研究を実施 し

ようとするときは、可能な限リセンターの設備機器を開放 しています。平成 6年 4月 1日 現在で、271種類の

設備機器を開放 しています。

平成 5年度設備機器利用状況

月別利用機器数 ,延時間数・延企業数・実企業数

使用目的別利用件数

主な利用機器

266868664757972747493917788実企業数

2,110205175153188189157170138206203171184延企業数

21,00621062035123359715532374149119371310207318922405延時間数

2,884275240221217239216241196303272223241機 器 数

ゼ予  言十3月2月1月12月H月10月9月8月7月6月5月4月

2,884

(100%)

25

(0.9%)

184

(6.4%)

444

(15.4%)

730

(25。 3%)

466

(16.1%)

173

(6.0%)

505

(17.5%)

357

(12。 406)
機器数

合  計そ の 他苦情処理品質証明品質管理製品改良
生産技術

開  発
製品開発基礎研究

256試料研摩機35X線回折装置20

262白記分光光度計39低温恒温恒湿槽19

263金属顕微鏡40自記分光光度計18

292真円度測定機41金属顕微鏡17

320X線回折装置42フー リエ変換赤外分光光度計16

324蛍光X線分析装置42疲労試験機 (油圧式 )15

350疲労試験機 (油圧式 )48試料研摩機14

381低温恒温恒湿槽49電気マンフル炉13

396熱分析装置54表面粗さ測定機12

399ICP発光分析装置54万能材料試験機11

409顕微フー ジエ変換赤外分光光度計57熱分析装置10

418フー ジエ変換赤外分光光度計66ICP発光分析装置9

427ガス透過率測定装置78ライ トニングシミュレータ8

436表面粗さ測定機96ガス透過率測定装置7

463イオンヨーティング装置102顕微フージエ変換赤外分光光度計6

483万能材料試験機127振動試験機5

880振動試験機130二次元測定機4

993インス トロン型万能試験機132インス トロン型万能試験機3

1053走査型電子顕微鏡184イオンコーティング装置2

1110二次元測定機246走査型電子顕微鏡

件数機 器 名 称件数機   器   名   称No

昭 和 60年 度 ～ 平 成 5年 度平 成 5年 度
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使用 目的別利用件数内訳

苦情処理 (64%)

品質証明 (15.4χ )

品質管理 (25.2X)

その他 (0,9再 )

製品開発 (17.5X)

基礎研究 (12。 4X)

年度別の推移
機器故・延八企業数 。実企業放

製品改良 (16.2X)

生産技術開発 (6。 Oχ )

30003000

慈
繋
ぐ

熱
驚
運

0 0

60  61  62  63  元   2
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年度

参考 年度別開放試験機器利用件数 ,延時間数 ,延企業数・実盗業数

78214,578133,77918,356合計

2662,16421,0062,8845

2652,12819,5022,7334

2972,01919,1352,4873

23,0032,6562 2912,132

17,0662,399一万 2501,877

1,69014,8251,95263 251

1,33410,5301,68662 224

1759376,9911,13761

812971,72142260

年度 実企業数延企業数延時間数機 器 数

o機器数   割延べ企業数 日実企業数

0 ~~~‐

~~~~~



3.技術相談指導

県内企業において新技術の導入や新製品を開発するために生 じる種々の問題点について相談 。指

導を積極的に実施 し、当センターヘの来所による相談や大学教授によるハイテクの特別相談および

技術課題に対 し企業の現地において指導を実施する巡回技術指導制度や技術ア ドバイザー制度等多

くの企業の要請に応えました。

また、県内企業の技術者に対 し、当センター設置試験研究機器の利用を促進するため、技術普及

講習会を実施 しま した。

以上のことに関する実績は次のとお りです。

(平 成 5年度 )

70 人 。日工業技術振興協会短期研修へ講 t頭 として派遣

12 コス(14日 ,89名 )技 術 普 及 講 習 会 (講 義 。 実 習 )

139  ″F特 別 技 術 相 談

17 企業 (100日 )技  術  ア  ド バ  イ  ザ

46 企業

24 企業

3 企業

巡 回 技 術 指 導

般

公 堂

3,060   や牛技 術 オロ 談

実 施 件 数 等事 業 名

平成 5年度 特別技術相談役指導事業

1314標商Ｃびよおンイザデ
ン
の

イ
品

ザ
製

デ
業
成

業
工
作

産創造社デザイン専門学校

(専 任 言稼
'市

)

平 澤   逸

1324よお画
醐

食性能機学養栄
工加ヽ

学
学
品

工
品
食

品
食
び

食京都大学
食糧科学研究所教授
(農 学 博 士 )

安 本 教 偉

1418よお準材結焼料材能機料
理

学
材
処

工
属
熱

属
金
び

金関西大学工学部教授

(工 学 博 士 )

赤 松 勝 也

1314
材料工学

複合材料 (FRP等 )製造技術

学
授
士

繊
学
学

難雛∝

者一爪 維大
部教
博 )

前 川 善 一 郎

1221びよお御制
学

応
工

学
適
ン

エ

シヽ

御
学

マ

制
工

・

・
識
ン

測
知

マ

計立命館大学理工学部教授

(工 学 博 士 )

井 上 和 夫

12・切削加工・塑性加工およ
工

工
加

学
加
殊

工
密
特

械
精
び

機名古屋大学工学部教授

(工 学 博 士 )

山 口 勝 美

1520エ

学

一

エ
ワ

気
パ

電

機器
ク トロニクスおよび
界解析電気

レ
磁

同志社大学工学部教授

(工 学 博 士 )

石 原 好 之

談
数

相
日

本目毒疑
件数

指 導 分 野職 名氏  名

-18-



平成 5年度 技術普及講習会 (講議 。実習 )

(機械 。電子関係 )

(化学 。材料・盈品関係 )

於 :工業技術セ ンター

お :工業技術センター

10月 5日ノイズ耐性評価技術 7電子機器の耐ノイズ性評価方法 (静電気 。高周
波ノイズ 。高圧パルス 。高周波振動他 )

10月 14目 7妨害波 (輻射 ノイズ 。雑音端子電圧 )お よびシ
ール ド効果測定技術、耐妨害波性能評価技術

妨害波測定技術

6機器・部品等のランダム振動および衝撃 (正弦
半波・のこぎり波)に よる機械的強度の評価試
験法

10月 15日耐振動性 。耐衝撃性
評価技術

7回転物の動つ りあいの概念と、動つ りあい試験
機を用いた測定技術

10月 12日回転物のつ りあい評価
技術

6機械部品等の加工状態の評価手段である表面粗
さおよび真円度の測定技術

10月 22日表面粗さ 。真円度測定
技術

52次電子画像情報を利用 した微細表面幽凸状態
の非破壊評価技術

10月 15日電子
解析

線による表面形状
技術

名
7

のための二次元計r浪1の 原理お
ム作成法

等

ラ

証
グ

検

ロ

の
プ

法
定

寸
測

面
び

図
よ

‐

日

７

３

月

日

８
，
間

二次元精密測定技術

参加人数内 容実 施  日講 習 会 名 称

10NMRの 原理および有機物の定性分析実習11月 10日NMRに よる有機物の

分析技術

8固体試料の定性・定量分析H月 25日蛍光 X線 分析装置によ
る団体試料の分析技術

H月 9日発光分析による液体
試料中の微量分析技術

7ICP発 光分析装置の原k10お よび測定実習

7化合物の分離・分析 。同定のための液クロ溶出
液の リアルタイムスペ ク トル測定

11月 H日化合物の分離分析同定
技術

12H月 12日赤外吸収スペ ク トル
測定技術

有機物質同定のための赤外スペ ク トル測定

参加人数内 容実 施  日講 習 会 名 称
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巡回技術指導 (一般 )

○紙 。ラ ップの乾燥機 について

○新規に取組む成形品の成形方

法について

○木質系の連続炭化装置の開発

および炭化物の分析

紀

一

吉

喜

村

須

中

那

範

二

黎

修

英

野

井

馬

森

絞

相

33市

町

町

根

東

楽

彦

栗

信プラス

チック

○エ ンジン部品の成型加工時に

おける摩耗現象の解 Bjlと その

対策について

○線バネ成形加工で発生す るカ

ムによる衝撃音の減少につい

て

Oマ イクロモーター部品の加工

におけるエン ドミルおよびLA

加エバイ トの使い方について

○遠赤外線による効果の定量化

、データの取 り方について

○熱解析シミュレーションにお

けるモデ リング手法について

○熱解析における熱伝達係数の

算出方法について

○ベア リングの リングを熱風に

て110°Cま で加熱する条件を

計算する手法について

松 川  進

河村安太郎

月 瀬 寛 二

治

平

三

成

爾

一

栄

秀

俊

一
浩

洋

條

崎

瀬

田
川

見

上

高

野

豊

赤

塩

77市

町

町

町

町

津

東

楽

西

主

大

栗

信

甲

中

機  械

金  属

○マグネ ッ トポ ンプのインペ ラ

ーケー シング形状について

○薬液輸送に関するモーターの

応用

○非接触測定装置の精度につい

て

○ クマ トリモーターの電磁界解

析手法について

Oバ ッキ ング材の成形手法につ

いて

O下水処理および合併浄化槽処

理の技術的問題点につい

て

○距離測定の実験方法および回

路の改良すべ き点について

○厨芥の減量方法と しての乾燥

あるいは焼却に関す る指導

○電子回路の SN比 向上につい

て

○ クマ トリモーターの電磁界解

析における 2次抵抗の取扱い

手法について

○高周波誘電体材料の開発

明

郎

彦

二
幸

一

蟻腺椙臓畑燃

井

河

木

月

阿

井

爾

勝

誠

史

教

彦

生

浩

豊

　

孝

孝

文

信

川

下

　

原

　

　

田

赤

宮

堤

松

武

竺

武

1111市

町

津

部

車

石

電 気

内  部タト  苦怪
指 導 事 項

指  導  班
企業数

実施

日数
地  域業種名
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2424合  計

繊  維

○粘着剤の選定および使用法 。

電磁波 シール ド用接着剤の選

定

卜可音L 写ム幸深 田  寛甲 西  町

○新 しいワイ ン包装方法のアイ

デアについて

○ コンポス トに発生す るベニ シ

リウム属系状菌の同定につい

て

三 井

1障懸 ノト

幸

雄

博

幸

松 本  正22市

町山
購

守

永化  :芦

食  品

巡回技術指導 (簡易 )

巡回技術指導 (公害 )

199.5准)  言十

○糸の生産工程での高速度カメ

ラによる観察

木 村 昌 彦0.5甲 賀 町織 維

○ クランプ締付ボル トの トルク

と軸力 との関係を計測 し、設

計値と比較検討

○生産設備の活用状況 と生産 シ

ステムの改善

河村安太郎
紀

昭

彦

二
淳

司

一
久

士
画
　

昌

寛

　

栄

栄

典

村

川

村

瀬

井

川

上

尾

中

前

木

月

桜

小

井

深

田 中 春 三178。 5市

市

市

町

町

町

町

町

町

津

曲

鰤

東

国
楽

部

賀

曲

大

守

八

栗

水

信

石
志

土

機  械

金  属

0.5車 津 市電  気 ○アナログ回路波形の測定方法
につ いて

桜 井  淳

内  部タト  音ll

指 導 事 項
指  導  班

企業数
実施

日数
地  域業種名

ａ
υ楽予  言十

○作業場の騒音減少と環境改善
○ リー ド線端子製造に係る騒音

の軽減対策

○プレスエ場内の騒音対策とレ

イアウ ト

之

進

彦

美

淳

一
久

勝

　

日日
圧

　

喜

典

山

川

村

翔

井

須
尾

中

松

木

横

桜

那

深

夫

郎

俊

一

原

田

宮

坂

市

町

町

浜

楽

月

長

信

高

機 械

内  部タト   苦ll

指 導 事 llH
才旨   導   班

企業数
実施

日数
地  域業種名
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技術アドバイザー事業

100合 計 17

河村安太郎

松本 正

森野 修範

玉井 博幸

大 津 市

愛知川町

甲 西 町

食 品 ○食品加工試作機の制御機構の改善

○食品の真空包装加熱殺菌の諸問題

○菓子類の最適防湿包装設計

月瀬 寛二

井上 栄一

入江 稔愛知川町化  学 ○有機肥料生産設備のレイアウ ト改善

横山

森野

武田

ビム

修範

和忠

24栗 東 町

今 津 町

竜 王 町

プラス

チック

○最近の染色加工技術

○製品製造時の成形 。離形技術

○床暖房システムの材質と熱効率

r11山

IIJオす

チIJ三

勝之

吉糸己

栄一

武田

木谷

和忠

聡生

10草 津 市

栗 東 町

金 属 ○製謂1の 表面処理技術、生産合理化

○金属摺動部品の焼きばめ技術

河村安太郎

市τサH  ‖召

７
‘41栗 東 町

大 津 市

水 回 町

守 山 市

機  械 中曲 勝之

松川 進

河村安太郎

月瀬 寛二

横井川正美

深尾 典久

森岡

木谷

神沢

忠美

聡生

一吉

○生産管理 。工程管理 。原価管理等

○ステンレス鋼の溶接歪み対策等

○ワイヤーロープの振動解析

○金属溶射部分の亀裂防止対策

○果物混入時のロールの変形計算法

○鋳鉄製品の硬化肉盛 り技術

○熱風による部品加熱の言1算手法

武田 和忠草 津 市電 気 ○ワニス乾燥工程の検知センサ中山 勝之

内  音|`タト   き|`

指  導  班
企業数

実施

日数
地  域業種名 指 導 事 項
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備   考 昭和 61年 5月 23日

工業技術 セ ンタ ー

特 Ell技 術相談役絡U度 とこつ 監ヽて

1. El白匂

技術革新の進展に対応 して県内企業の技術開発力を高め、本県の工業振興を図 るため、大

学等 との連携の 地とに、滋賀県工業技術セ ンター (以 下「セ ンター」 とい う。 )に 「特別技

術相談 ヨーナー」を設置 し、産学の技術交流を推進す る。

2.相 談 ヨ ーナ ーの設置

セ ンター 内に「 特 別技術 相談 コーナ ー」 を開設す る。

3.相 談の対象者 は、原則 と して中小企業者 とす る。

4。 相談指導

1)相 談 内容 は、概 ね次 の分野 とす る。

○ エ レク トロニ クス関連

(パ ワーエ レク トロニ クス、電気機器磁 界解析 、 マイ ク ロコ ンピュータ ー応用技 術 な ど )

○ メカ トロニ クス関連

(ロ ボ ッ ト関連 、 自動 制御技術 マ ン・ マ シンエ 学、知識工 学 な ど )

○先端加 工技 術 関連

(精 密加工 、切 削加工 、塑性加工 、特殊加工 な ど )

○新 素材・ 複 合材料 関連

(高 分子複 合材 料 (FRP等 )、 金属材料 、熱処理 、材料 試験 な ど )

○食品 関連

(食 品製造技 術 、醸造技術 、バ イオ テ クノ ロジー関連 な ど )

2)相 談指導 には、右 に掲 げ る「 法賀県技術相談役 」 または技術 相談役が推 薦す る大 学等の

研 究者 お よびセ ンタ ー職員が あたる。

5,相 談 日時

相 談 日は月 1回 と し、 時間は原則 と して午後 1時 か らとす る。

6.相 談の 中 し込 み

相 談の 中 し込 みは、セ ンタ ー技術第一科 (電 気・ 電子 。機械 )及 び技術第 二科 (工 業材料

・ 食 品 )と す る。

7 .  本目   記た  オ斗

相 談料 は、無料 とす る。
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8,事後指導

企業か ら事後指導の要望がある場合は、セ ンターと技術鵜談役は引き続 き技術指導 を行 う。

9.中 し込 みの受 付

中 し込 みの受 け付は、随時行 う。

毎 月第 1火 曜 日倉J造 社 デザ イ ン専 Pヨ 学校

専任講 師

平 澤  逸

毎 月第 2水 曜 日

食品工 学

食吊,学 、栄養 学 、

及 び食尾加工

産業 デザ イ ン

エ業製 品のデザ イ ン、

及 び CI商 標作 成

京都大学食糧 科学研究所

教  授 (農 学 博士 )

安本 教樽

毎 月第 2木 曜 日

金属工 学

金属材料 、機 能材料 、

焼結材料 及 び熱処理

関西大学工 学部

教  授 (工 学 博士 )

赤松  勝 也

毎 月第 4火 曜 日

材料工 学

複合材料 (FRP)、
製造技術

京都工芸繊維大学繊維学部

教 授 (工 学博士 )

前川 善一 郎

毎月第 3木 曜 日

計瀕は。制御工 学

知識工学 、適応 制御及 び

マ ン 。マ シンエ 学

立命館大学理工学部

教 授 (工 学博士 )

井 上 和 夫

毎 月第 2水 曜 日

機械工 学

精 密加工 、 明肖↓加工 、

塑性加工 、及 び特 殊加 工

名古屋 大学工 学部

教  授 (工 学博士 )

山 口,勝美

毎月第 3水 曜 日

電気工 学
パ ワーエ レク トロニ クス

及 び 電気機 器磁 界解 析

同志社大学工学部

教 授 (工 学博士 )

石 原  好 之

相  談  目専 分  野現    職氏   名
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主な技術指導事例

◎課 題 【パ ソコンを利用 したガスの流量 自動計測について】

家庭用 LPガ スの遠隔検針機能を備えたマイコンガスメータを利用 して、パ ソコンによ

り臭気体の流量を 自動計瀕1し たいがどのようにすればよいか。

指 導  マイ コンガスメータは電話回線を利用 しての遠隔検針のため、信号伝送装置接続用のイ

ンターフェイスを術えるが、特殊な 2線インターフェイスであ り、パ ソコンとは直接接続

できない。 しか し、調歩同期式 というRS232Cと 類似 した伝送方式で通信を行 ってい

るためイ ンターフェイスの工夫す ることで通信可育ヒと思われる。

そこで、ハー ドウェアによ り2線/4線 変更 と電圧変換を行い、ソフ トウェアによ り通

4言 LSと を直接接続 して、マイコンガスメータのデータに合わせ ることによって、既存の

パ ソコンの RS232Cイ ンターフェイスを利用 しての言十潤1が可能にな った。

◎課 題 疑ロボ ッ ト技術の技術水準の

'∃

上について塾

自動イ色の技術水準を向上 させ、 ロボ ッ トを商品化 できる レベルまで社員の開発能力を高

めたい。将来は 自社内でロボ ッ トを開発 。製造 したい。

内 容   ロポ ッ トを設言r。 開発す る‡こは「 ロボ ッ トエ学 (機構、力学、鋳ほ御 )「 マイコンハー ドJ

「プログラミング」等の技術と「業界のニーズJ「 各社ロボットの特徴J等の情報が必要

となる。 したがって、具1本 的な開発は、明確な国標を設定 して集中軸に実施 してい くのが

望ましいため、研究生の受入事業として対燿 した。

◎課 題 隆実際軸な耐振動性評価法について藝

新 し虔開発 した機器の耐振動性評価を したい。できるだけ現実に搬pし た試験 を実施 した

いがどのよ うな方法があるか。

lAhl 容   自然界で起 こる振動 とい うもの tま 、ある瞬間をとった場合、様 々な周波数成分を含んだ

ものであ り、 lil― の振動数試験で 1ま 模擬できない。そこで、ランダ ム波発生器を用 lhて 振

動試験器をlJll振 すること ,こ よ り現実の振動に近い試験を実施す ることが可能 とな った。

◎課 題 睡画像検査時の異常動作の原囚と対策について塾

瓶のキャップの異模様品の混入検査機を導入 したが、正常品がNGに なったり、異常品

がOKに なることがあ り正確な半む断ができない。何故か。

内 容  本検査機はベル トコンベア上を流れるキャップの模様を、カメラで取 り込み面積比によ

り半1断 している。カメラの視野内にキャップが位置決めされ、全体像が取 り込まれる必要

があるので、ベル ト幅方向の位置決めガイ ドを取 り付ければ改善される。また、面積比で

判lurす るしきぃ値の幅も、導入当初より広 くなっているので、より狭める必要性才こついて

も議 lljlし た。

◎課 題 【画像処理 による立体形状選別法について憩

ある野菜の出荷時に、その形状によ り選別を行 う必要があ り、画像処理 によ り実施する

方法を検討 しているが、画像の色情報だけで形状を半1定す るのは困難な状況である。よい

方法はあるか。

内 容   1方 向か らのカメラ画像の色情報だけでは、外形の輪郭を抽出す ることはできて も、成

長度 に応 じた形状の変化を 3次 元的に捉えることは難 しい。そこで、試料 に レーザーのス

リッ ト光 を当て、照射 したス リッ トライ ンの変形度合いか ら試料の立体形状を判定す る実

験 を行 った。その結果、ス リッ ト光を適 切な 2方向か ら当てることによ り、試料全体の立

体形状を把握す ることが可能 とな った。

◎課 題 【金属 シャフ トにおける延性破壊について】

構造用炭素鋼 S45C製 の シャフ トが破壊 したが、これは延性破壊 といわれた。延性破

壊 とい うのはどのよ うな場合に起 こり、また、その波面状態はどのよ うな ものであるか教
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えてほ しい。

内 容  たとえば、ある材料に引張応力を加えると次第に塑性変形が生 じ、ついには破壊にいた

る。この時の波面はディンプル模様といって材料中の介在物および析出物の微粒子が核と

なって多数の小さな くぼみ (空洞)ができ、これらが引張応力下で成長 。合体 して形成さ

れる。この形状は負荷の方向とくぽみのできる面とのなす角度によって異なる。

延性破壊は結晶粒を横切って破壊が起こる粒内破壊のひとつであ り、この他に塑性変形

の伴わないへき開破壊および繰 り返 し応力を原因とする疲労破壊がある。

以上、粒内破壊について延性破壊を中`由
にヽ、その原因、材質および環境等による破壊現

象の違いについて指導 した。

◎課 題 【ステンレス鋼の簡易欠陥判別法についてヨ

SUS403の 機械部品が自社ラインの検査工程で破損 したので、関連する部品の全 l島

検査 したいが、簡単な方法はないか。部品はプ レスlJll工 によって作 られたものである。

内 容  持ち込まれた部品について① 目視による外観検査、②打音による聴音検査、③磁粉探傷

検査、④超音波探傷検査、⑤曲げ試験を行ったがいずれもよい結果が得 られなかった。

しか し、加工による表面状態を調査するため表面粗さ測定を した結果、不良の発生する

材料の表面についてだけ途中から粗さ曲線に違いがあ り、その判定が可能となった。

◎課 題 【プラスチック部品の変形原因について】

プラスチック部品にそり (変形)が発生 した。その発生原因を解明 したい。

内 容  プラスチック部品を押 し出し成形で製造する過程で、成形の条件によってはそりが出る

ことがある。特に、 PEやナイロンなどの結晶性のプラスチ ックでは、冷却速度の違いな

どにより結晶化の挙動が変わる。結品化は体積収縮の原因であるので、そりの原因となる

可能性は高い。この結晶化の挙動をX線 回折や熱分析 (DSC)等 で分析 しそりとの関係

を調べた。

◎課 題 【金属部品の表画処理における不良原因について】

ダクロダイズ ド処理 した鉄製木ね じを塗装加工 しているが、良品 (明 灰色)は うま く塗

装できるが、不良品 (暗灰色)は うまくできない。その原因を調べたい。

内 容  未塗装の不良品を有機溶媒で抽出したところ、抽出液がかなり懸濁 した。この懸濁物を

EPMA(X線 微小分析装置)で分析 したところ、表面処理層から脱離 した亜鉛であるこ

とが分かった。また、抽出液の懸洲成分を除いて、有機溶媒を除去 した油状残透を赤外分

析 したところパラフィン系油分であった。このことにより、前処理工程の脱脂洗浄不良等

による原因が考えられるので、工程をチェックすることが必要である。

◎課 題 【フロン代替新洗浄剤の開発における問題点について】

プ リン ト基板の洗浄用にフロン系に替わる新 しい洗浄剤の開発を行っている。通常の使

用では良好な結果が得 られているが、特殊な使い方をするとAgを 含むはんだ部分が若干

変色する場合がある。その原因と対策は ?

内 容  変色部をESCAで 分析 したところ、正常部には認められない微量の CIが検出された。

洗浄剤の成分および工程中の CIの 原因となりうる要因を見直すことでほぼ解決できた。

◎課 題 【無機性廃棄物の有効利用の可能性 について】

工場か ら多量に発生す る無機性廃棄物を建材等の原料 と して有効利用 できないか。内容

無機性廃棄物の有効利用 と して、まず考え られ るのはセメ ン ト原料 であるのでセメ ン トエ

場に相談す るのがよい。窯業分野での利用はタイルや軽量骨材製造の原料等 となるが、い

ずれ もその化学組成や品質の安定性が重要であ り、カル シウムや鉄の多い原料 はあま り歓

迎 されない。 これ らの ものはアル ミノ珪酸系原料 と組み合わせ ることとなる。 この場合 も

製品の市場競争力の観点か ら、埋め立て処理費以下でその廃棄物 を引き取 って もらうこと

が前提 となる。
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4.研究 (技術開発 )活動

バブル経済の崩壊、そ して今回の長期にわたる不況、さらには急激な円高の進行 と言 う濠J的 な経済

変動は、中小企業における技術のあ り方についても大きな見直 しを迫 っていると言えます。このよう

な変動で、真 っ先に影響を受けるのが中小企業であ り、かつ景気上昇の効果が最 も遅 く現れるの も中

小企業です。このような変化に力強 く対応 していくためにも、お、だんからの技術力の蓄積 。向上が大

切です。また、最近の環境 FwB題 などの、社会的要求に答えられる技術の開発や改良にも努力 していか

なければなりません。その他、国際情勢や新技術の開発動向にも十分目を向けていく必要があります。

このような状況は、一見中小企業にとっては非常に厳 しいと捉えられがちですが、逆に中小企業が

持ち前の機動力で対応 して成長できる絶好の機会とも言えます。その鍵を握るのが、まさに技術力の

向上です。

そこでく箋センターでは、技術移転を前提とした応用研究 。開発研究を中心に、自動化のためのシ

ステム化技術、複合材料の創製と評価技術、新 しい食品の開発、コンピュータグラフィックスを用い

たデザインなどの研究を行いました。

(1)研究参与の設置

研究業務に関する指導と助言を得るため、 6名 の学識者を研究参与に委嘱 しています。

小 川  均

川 村 貞 夫

木 村 良 晴

小 島 一 男

林  力 丸

演 崎 修 平

立命館大学理工学部・教授

立命館大学理工学部・助教授

京都工芸繊維大学繊維学部 。教授

立命館大学理工学部 。助教授

京都大学農学部 。教授

高度美術表現研究所主宰

人 日知能、情報学

制御工学、知的運動制御

高分子化学、合成化学

無機化学、錯塩 。放射化学

タンパク質化学、酵素化学

産業デザ イ ン

氏   名 所  属 。 職 軍子     F]     ヶ}     里予
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(2)研究概要

①研究テーマ

5年 度は、次のテーマについて研究参与の指導を得なが ら研究を実施 しま した①

工
業
材

料

。
化
学
食

品

。
デ

ザ

イ

ン
部
門

ゾルーゲル法 による新機 能性光学ガ ラスセラ ミックスの

作製条件 に lklす る研究

ゼオ ライ ト機 能性材料 の 開発

機能性微粒子の利用技術に関する研究 (第 一報 )

一磁性微粒子の生成条件に lklす る基礎研究 ―

ミックス分野における技術計算 ソフ トの開発 (第一報 )

一ア レキサ ンダーサ ンディの原形論による
モデ リングソフ トー

強化繊維 と耐熱性エ ンプ ラとの複合化 のつF究
―含浸方法やサイ ジング斉↓が

熱可塑性 CFRPへ 及 ぼす影響 につ いて 一

シ リコンモノマーのプラズマ重合がフィルムー金属蒸着膜の

接着性に及ぼす影響について

高圧 下 における酵素反応 に関す る研 究 (第 二報 )

一Bacillus subtilis液 化 型 α一ア ミラーゼ による

直鎖 ア ミロース加水 分解 生成物 に及 ぼす圧 力効果 ―

デザ イ ン手法の高度化 に関す る研究 (第 五報 )

一二次元 イ ンテ リジェン トデザ イ ン手法の

開発 に関す る研 究 ―

自然素材製 品の 開発 (第 一報 )

―クラフ ト製品のデザ イ ン開発 一

フセ

i苛 サ11  ‖F子

I可 都  弘幸

横井川正美

那須 喜一

己士
轡
壮匙 イ也

ri習 布寸

松川

松本  正

野 上 雅彦

山下  誠児

電
子
応

用

・
機

械
応

用
部

門

電子機器の 電磁環境評価法の研究
―電波吸 1え 材の試作 と特性評価に関す る研 究 (2)一

画像処理の利用 による加工組立作業の 自動化 に lXlす る研 究
―画像理解 による画像処理技術の高度化 ―

バ ッチ式ガス焼 成炉 すこお‡ジ
‐
る焼成工程 の

自動化 に関す る研 究 (第二報 )

光 セ ンシング技術 による表面粗 さ学1定 法の研究 (第 三報 )

ハ フ変換の量子化誤差評価 に基づ く線分抽 出法

高分 子複合籾准|の 非破壊評価技術 に関す る研究
―超音波 による繊維 直角方向の縦 弾性率 に関す るHIF究 一

移動 部品把持のための ロボ ッ トの制御
一学習制御法によ り得 られた入 カパ ター ンの袖 間 ―

木村  昌彦 他

櫻井  淳

小サII 栄 司 他

河村安太郎

月瀬  寛二 十隆

井上 栄 一

深 尾  典 久

研  究  テ マ 者当担
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②研究概要

電子機器の電磁環境評価法の研究 (第五報 )

電波吸収材の試作と特性評価に関する研究 (2)

技術第一科

京都工芸繊維大学

日光化成 (株 )

技術第一科

滋賀県立信楽窯業試験場

立命館大学

Masahiko Kinura

Makoto Tsutsuni  澤 田 浩  HirOshi sawada

Shin― ichi Yamanoto

木村 昌彦

堤 誠

山元仲一

高度情報化社会の今 日、電波利用の多様化、 ビルの高層化等によって起こる電波障害の防止策として、部屋

の壁や ビルの外壁あるいは大型橋梁の側面等に電波吸収体が張 られることが多 くなってきた。この材料は、現

在 フェライ トが中心で、他の材料はまだあまり実用化されておらず、特性の測定 も周波数帯域によっては大がか

りになるのが現状である。

そこで、炭素粒子を混入 した損失誘電体材料により、従来のものとは違 った材料・製法による電波吸収体の

試作を試みたところ、単層の均一材料でも、その表面に複合化 した周期構造を装荷することによって、 2GH
zの 帯域幅で、減衰量 -20dB以 上のものが得 られた。また、炭素粒子の配合比を適切に調整することによ

って、さらに薄型化が可能となった。

画像処理の利用による加工組立作業の自動化に関する研究
一―  画像理解による画像処理技術の高度化 ――

技術第一科  櫻井 淳 Atushi Sakurai

画像処理技術を用いて、生産工程のより高度な自動化を行 うためには、画像処理技術に人間の知識を組み込

んだ画像理解の技術を導入することが有効であると考え られる。本研究では、画像理解の一手法である工則化

法を用いて、ステ レオ画像より対象物の 3次元形状を認識する方法について検討を行 った。ステ レオ画像の対

応点問題を視差に関するエネルギー汎関数の最小化問題 として取 り扱い、アニー リング法によリエネルギーを

最小化させる方法を適用 したところ、従来の方法では対応点の検索が困難な画像において も、両画像の視差状

態を求めることが可能であった。

プミッチ式ガス焼成炉における焼成工程の自動化に関する研究 (第二報 )

小川栄司

中島 孝

井上和夫

粂田一仁

Ettji Ogawa

Takashi Nakajina

Xazuo lnoue   亀井且有

Kazuhito Kuneda 黒川博行

Katsuari Kanei

Hiroytrki Kurokawa

多入力多出力で非線形な特性を備え、熟練者が経験 と勘により運転を行 っているような制御対象には、ファ

ジィ制御の利用は有効な手段である。ところが、ファジィ制御は、人間の扱 うあいまいな言語表現やノウハウに

基づいて実現される制御手法であるが故に、最適な制御条件の設定は難 しく、メンバーシップ関数や制御ルー

ルのチューエ ングには多大な時間と労力が費やされている。そこで、ファジィ制御導入時におけるメンバーシッ

プ関数や推論ルールの獲得 と自動チューニ ングの手法についての検討を行 った。その結果、シミュレーション

上ではあるが、比較的良好な制御ルールとメンバーシップ関数を得ることができた。また、焼成現場における

操作性と耐環境性の向上に着 目し、焼成炉 と制御装置の仕様をより実用的なものに変更 し、自動焼成モデル炉

の構築を行 った。
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光センシング技術による表面粗さ判定法の研究 (鎌三輯 )

技術第一科  河村安太郎 Kawamura Yasutarou

製品品質を確保する上か ら加工工程での全品検査が必要となってお り、このため加工現場で使える各種の精

度判定装置の開発が望まれている。その一つに、加 H_現 場で使える非接触の面粗さ判定機がある。本研究で tま 、

レーザ光の反射光強度分布を用いた面粗さを判定する装置の開発を目指 している。今回は、照射光源を多モー

ド光ファイバーと白色光に変えたときの影響を検討 し、 2。 3の興味ある知見を得た。

ハフ変換の量子化誤差評価に基づ く線分機出法

技術第一科

龍谷大学

月瀬寛二

藤原良一

Kanji Tsllkise

Ryoichi Fujivara  Ξこ)辛 )争 日召  Yoshiaktt Tsuboi

ハ ンドアインステムにおいて入力画像か ら対象物体の形状や向きを求めるために、画像をハフ(猟ough)変 換 し

て対象物 体の輪郭線を抽出することが多い。 しか し、実際には画像中のノイズの影響やハフ変換の量子化誤差

などか ら、十分な精度を持 った輪郭線が得に くいという問題がある。そこで、本報告では、ハフ変換の量子化

誤差を評価することによって、高精度にまた重複無 く線分を抽出する手法を提案 し、実例によって本手法の有

効性を示す。

高分子複合材料の非破壌評価に関する概究
超音波による繊維直角方向の縦弾性率の言1測

技術第一科  井上栄一  Eiichi lnoue

強化用繊維の直角方向縦碑性率を測定する方法は 2つ に分類される。一つは単繊維か ら直接測定す るもの、

もう一つは一軸複合化 した試験片を使い間接的に測定するものである。今までに行 った研究により、間接法の

一形式として超音波の伝播速度か ら複合則の適用によって繊維直角方向の弾性率の計算す る方法が考え られる。

そこで本報では、炭素、ガラス、アラミド織維について虐接法と間棲法による測定を行い両者の比較検討を

した。その結果炭素繊維についてはほぽ文献値と同 じ結果が得 られたが、ガラス繊維については文献値よりも

低 く、またアラ ミド繊維についてはかなり値に開きがあった。

移動部品把持のための国ボットの制御
学習制御法により得 られた入カパターンの補間

技術第一科  深尾典久 Norihisa Fukao

従来よリロボットと視覚を組み合わせて、ベル トコンベア上を流れる部品を把持する手法について研究を行

っている。昨年度までに移動物把持のためのアルゴリズムの検討、装置の開発および実験を行 った結果、比較

的遅い速度ではベル トコンベア_Lを 流れる部 I孔 を把持することが可能となった。 しか し、本研究で用いている

ロボットは、各軸独立のフィー ドバ ックによる制御を行っているため、ロボッ ト手先の動作 1仲 の位置精度は、サ

ーボ遅れにより高速 となるほと悪化する。そのため、部品の移動速度を上げると、把持が不可能 となる。そこ

で本報告では、ロボットの動作精度を向上させるため、学習常1御 法を用いる。また、学習制御法においては予

め特定のパターンについて実際にロボットを動か して理想入カパターンを習得する必要があるが、今回の場合
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目標パター ンが予め与え られていないので全ての可能性について入カパターンを形成することは困難である。

そこでこの問題を克服す るため、時間軌道および空間軌道に関する入カパターンの補間法を提案 し、実験によ

り有効性を確める。

プルーゲル法による新機能性光学ガラスセラミックスの

作製条件に関する研究

技術第二科  前川 昭 Akira Maegawa

金などの微粒子を ドープしたガラスは高い 3次の光学非線形性を有 している。このため、光通信時代のフォ

トニクス材料 として光コンピューターなどのスウィチング素子として期待されている。金微粒子 ドープガラス

は現在、溶融法、スパ ッタ リング法、イオ ンプレーティング法などで作製されている。これ らの方法では、溶

融法を除いて実用的とは言いがたい。そこで、簡便に金微粒子 ドープガラスを作製することを目標として、金

属アルコ■シ ドと無機塩か らゾルーゲル法を用いてバルク体の金微粒子 ドープシリカガラスの作製を試みた。

ゾルーゲル法で作製された多孔質ゲルは熱処理により収縮緻密化 し、シリカガラスが生成 した。また、熱処理

により、粒子径 3～ 4nmの 金微粒子がガラス中に成長 した。この結果、作製 したパルク体の金微粒子含有シ

リカガラスの非線形感受率 χ
eは

縮退四波混合測定装置での測定から2.4× 10 1つ esu.と 見積 もられた。

これは溶融法で作製された金微粒子 ドープシリカガスのχ
8と

同 じオーダーであった。

ゼオライ ト機能性材料の開発

技術第二科  前川 昭 Akira Maegawa

ゼオライ トはアル ミノケイ酸塩化合物で、その機能は吸着、イオ ン交換、触媒 と多 くの機能を持 っている。

また、ゼオライ トは、その結晶水が 100℃付近で放出され水蒸気になることか ら沸石と言われている。結晶

水を失 って もそれを包蔵する細孔は構造を保 っているため、いろいろな気体分子を吸着する。これを他の原料

と水 と混練 し、静置および焼成することにより、ゼオライ トが発泡剤、バインダーにな り多孔質セラミックス

を形成する。また、多手し質セラミックスの原料 としては、利用範囲の限られた天然ゼオライ トと滋賀県内に産

出する未利用資源を活用でき、これ らの資源の有効利用が範囲が拡大できる。本研究ではゼオライ トと県内産

未利用原料を用いた多孔質セラミックスを作製 し、その機能性の調査を目的とし、本年度は、多孔質の作製条

件の検討とその制御方法を検討するために多孔性の大きな要因のひとつである気孔量について、ゼオライ トの

配合比、混練水量、乾燥温度などについて検討 し、その最適値を明らかに した。また、機能性の評価として多

孔質セラ ミックスの対 りん酸イオ ンの吸着性能を検討 し、吸着性能に与えるpHな どの影響をHylら かにした。

機能性微粒子の利用技術に関する研究 (第一報 )

磁性微粒子の生成条件に関する基礎研究

技術第二科  阿部弘幸 hrOyuki Abe

感熱式ノーカーポン複写紙の開発に始まったマイクロカプセル化技術は、今 日非常に広い分野で利用されて

いる。平成 5年の同技術に関する特許出願数は、月平均で約 40件に上 っている。本報では、カプセル化およ

び機能性微粒子の研究対象 として、フェライ ト系磁性微粒子を選んだ。は じめに、湿式共沈法によリス ピネル

型 フェライ ト磁性粉の合成を行い、大きさが 100nm以 下の超微粒子を得た。次に、この磁性微粒子を界面

活性剤処理す ることにより安定性の優れた水系磁性流体が得 られた。
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セラミックス分野における技術計算 ソフ トの開発 (第一報 )

一― アレキサンダーサンディの原形論によるモデリングソフト ーー

技術第二科  横井川正美 Masami Yokoigawa

中小企業が多いセラ ミックス分野の技術支援ソフ トの第一弾としてパ ソコン上で動作する造形支援 ソフ トを

開発 した。モデ リングの方法にアレキサンダーサ ンディの原形論を用い、ソフ トを操作することにより、造形心

理や色彩などの感性が磨かれるように工夫 した。

また、ソフ トウェアの レスポンス (応答性)はユーザーの使用感に大きく影鞘するので、種々の関数の処理

速度については言語と機種の両面か ら評価 した。さらに、C言語におけるグラフィックスやマウス機能の諸問題

について も詳細に検討 した。

強化繊維と耐熱性五ンプラの複合化の研究

含浸方法やサイジング剤が熱可塑性 CFRPへ 及ぼす影響について

技術第二科  那須喜一 Nasu Yoshikazu

熱可塑性樹脂 CFRPを 工業化す る際、炭素繊維と樹脂 との接着性が問題 となる。これに影響を与えるもの

として含浸方法やサイジング剤等があげられる。その影響について PA6、 PPS、 PEIを マ トリックス樹

脂としたCFRPを 作製 し、 0° 方向、 90° 方向曲げ試験とシャル ピー衝撃試験を用いて評価 した。含真方

法としては、溶融合浸と樹脂を溶媒に溶か した溶液含漫の二つについて検討 したが、接着性に大きな差はなか

った。これにA・lし 炭素繊維のサイジング剤が高温で成形される際に分解 し、接着性の低下をもた らすことを確

認 した。

シリコンそノマーのプラズマ重合が

フィルムー金属蒸着膜間の接着性に及ぼす影響について

技術第二科

(株 )麗光

中村吉紀

岩井順一

Yoshiki Nakamura

Jun一 二chi lwai

松川 進

堀井滋夫

Susumu Matsukawa

Shigeo Horii

ポ リプロピレンフィルム (PP)上 でビニル トリメ トキシシランのプラズマ重合を行い、その上にアル ミニ

ウム (Al)を 真空蒸着 し、 PP/Al複 合膜を作製 した。プラズマ重合条件 とPP/Alの 接着性 との関係

を調べ、高い接着強度が得 られる条件を求めた。 0.2Torr以 下では薄膜が、 0 3Torr以 上では粉

体の生成が認め られた。 0.05～ 0 1Torrで は、低放電電力 (数 W以下 )、 短時間 (数十秒以下)と

言 った比較的弱い条件で高い接着強度が得 られた。高接着強度を得るには、一定量以上のケイ素が導入される

ことが必要であったが、今回の実験では同時に酸素 も導入されていた。今後はプラズマ重合 と蒸着の連続処理

について検討す る必要がある。重合膜自体はシリコーンポ リマーに近い構造を有 していると考え られたが、最

表面は酸化されていた① 10W以 上では、重合時間が長 くな り膜厚が大きくなると、接着強度は低下 した。こ

の原因としては、基材であるPP表面の分解、あるいは重合膜の凝集破壊が考え られた。
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高圧下にお tす る酵素反応に関する研究 (第二報 )

一  Bacillus subtilis液 化型 α―ア ミラーゼによる直鎖ア ミロース加水分解生成物に及ぼす圧力効果

技術第二科  松本 正 Tadashi Matsumoto

食品への高圧利用研究をさらに発展させる目的で、高圧下における酵素反応について研究を進めている。前

報ではBacillus subtilis起 源の液化型 α―ア ミラーゼを、 3種類のデンプン (可溶性デンプン、バ レイショ

デ ンプン、 トウモロヨシデ ンプン)に 高圧下で反応させたところ、圧力の増加 とともにグルコース、マル トー

スやマル トトリオースが徐々に減少 し、マル トペ ンタオースが大幅に増加するという、極めて興味深い現象を

発見 した。本年度は本現象の原因を解明するため、基質として完全直鎖のア ミロースを用いて検討を行 った。

その結果、圧力の増加に伴 うマル トオ リゴ糖の組成変化を明確に把握することができ、圧力の増加に伴 うマル

トオ リゴ糖の組成変化についていくつかの知見が得 られた。

デザイン手法の高度化に関する研究 (第五鞭 )

一 一 二次元インテリジェントデザイン手法の開発に関する研究 (1)

技術第二科  野上雅彦 Masahiko Nogani

コンピュータの普及に伴い、デザイン分野でのその利用 も各方面で進め られている。当セ ンターでは中小企

業へのフィー ドバ ックを前提とした、パーソナルコンピュータベースでの研究 と共に、エ ンジエア リング・ワ

ークステーション (EWS)上 で二次元 CGソ フ トウェアを用いた研究 も進めている。

本年度は、デザイ ン開発におけるクリエイティブヮーク支援を目的に、イメージ言語によるグラフィックイ

メージ自動生成プログラムの開発を行なった。実験プログラムを作成 し、バ リエーションに制限はあるものの、

相対的にはイメージに沿 った図の生成が可能となった。

自然素材製品の開発 (第一報 )

一― クラフ ト製品のデザイ ン研究 ―一

技術第二科  山下誠児 Seiji Yamashita

自然環境の保護が世界的規模で問題になっている中で、本県では「ク リーン条例」 (ご みの散乱防止に関す

る条例)と「 ヨシ群落保全条例」 (琵琶湖のコシ群落の保全に関する条例)を平成 4年 7月 に施行 した。近年

では放置されるヨン群が増加 していたが、今後は上記の二条例によって、何 らかの処理を行なわなければなら

ないようになった。また、処理を必要とするヨシは増加 して行 くと考え られる。これまでヨシは、簾や暗渠排

水の補助材等に利用されいるが、生活様式の変化により、その利用頻度は年 々減少 している。そこで、自然素

材であるヨシに焦点をあてて、造形活動において有効な利用法を検討 して行 くこととした。

本年度は、まず材料の選別法を検討 し、その選別法で選別されたヨシを使用 した表現方法を検討 した。次に

それを組み合わせることで数種類の平面を構成 し、さらにこの製作結果を立体 (二次元)への展開に応用 しよ

うと考えた。
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(3)共同研究および研究生受託

①共同研究

技術第二科5。 4.1～ 6.3.31車椅子用斜行型昇降機に関する研究クマ リフ ト(株 )

技術第二科6.1.1～ 6.6.30
談警iご誦拿婚群臭

フ°ラステソクフィルムの表面(株 )麗光

技術第二科3.4。 1～ 5。 3.31ポ リイ ミ ド系複合材料に関する研究新 日本理化 (株 )

技術第一科4.H,1～ 6.3.31計測装置に関す る研究(株 )暁 電機製作所

技術第一科4.7.1～ 6。 3.31
露挙瞥緋簗

の開発および特性評価法に否見花蔑梯碁大学

技術第一科3.4.1～ 6。 3.31堰希僣鶴寧煽繰翼す
るファジィ制御の立命館大学

築曇ぅ
立信楽窯業

担  当 科期    間研 究 テ マ機 101 名

②県内商工関係四場所技術研究会

商工関係四場所 (工業技術センター、信楽窯業試験場、繊維工業指導所、機械金属工業指導
所)が互いに密接な連携を図り、県内企業の技術ニーズに適合 した試験 ,研究・指導事業を実
施 してい くため、昭和 63年からヨンピュータ利用研究会と材料技術研究会を設置 しています。
平成 5年度の活動 1大 況は次のとおりです。

機械金
工
指導所

属
業轄磐謡業

信楽窯業
試験場

術

一

技
タ

業
ン

エ
セ

成安造形
大学

龍谷大学信楽窯業
試験場

実施
場所

6. 2。 255, 7.235.6。 14
食
υ 25,10。 265。  7.  1実施 日

材料技術研究会コンピュータ利用技術研究会

③研修生受託

④海外研修生受託

技術第一科5。 10.1～ 6.3.31
基益群先

のためのサーボ制御技術のグンゼ(株 )

技術第一科5。  4. 1～  5,12.24穏怪驀蚕捺ほ売畠幕
カニカルシールの日本ン

゛
ョン・クレーン

(株

技術第一科5。 6.16～ 5.8。 11

禁尭
―ジリーダー用画像処理ソフトの株 ジン

グ
エ
ン

ハ
リ

ヤ
ア

ア
ニ

担 当 科期   間研 究 テ マ機 関 名

技術第一科5.8.17～ 6.3.18電気計器の 自動校正技術オニト
ジ

ン

一

ア
ア

。
ニ

ス
ト

イ

ン
ル
ア

ブラジル

担  当 科期   間研 究 テ マ氏   名国  名
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⑤学外実習生受託

(4)研究発表等

①学会誌等発表

②学会等研究発表

技術第二科鍋倉 智哉IR、 NMR、 MSを 用いた
機器分析

プ ラズマ重 合 に よる薄膜 の
作製 と評 価

技術 第二科中野  寛

スイ
エフ一タン

ム

ノ
上
フ

Ｃ
グ

２

ロ
３
プ

２
信

Ｓ
通

Ｒ
の

技術第一科永田多賀夫

5,8。 23～ 5。 9。 10山根  強学
部

大
学

谷
工

龍
理

定瀕動自性特
発

の
開

ス
の

イ

ム
バ
ラ

コア
グ

子

ロ
電
プ

技術第一科

担 当 科期   間氏   名大 学 名実 習 テ マ

松本 正高圧ハ
゛
イオサイエンス

p86～ 98,1994
さんえい出版島儀五k狼イを豊等等尋埒゙

の 卒 勤

Effect o
on, the C
cture of
Granules

ｙ

Ｖ

High Pressure
stalline Stru―
arlous Starch

松本 正 他Cereal Chem
Vol。 70, No,
p671-676,1

istry
6,

998

Amerlcan
AssoclatiOn of
Cereal Chemists

織維学会ル

リ・ァ
ガ
性

維
，ヽィ
特

繊
向
げ

素
方
曲

山灰
一
の

卿
ヒ

本
敏
紀

仁
吉

中
村

山
中 イ也

繊維学会誌
Vol。 49, No
p397-404,1

Anericall Ceramlc
Society

IRStantaneous Bonding of
Diamond and Metals by
Brazing

中村吉紀 他Alllerlcan Ce
Society Bul
Vol.72, No.
p86～ 89,199

Ｃ

ｎ

ｍ

ｔ

ａ

ｅ

　

，

ｒ

ｌ
寿

１

３

日本接着学会酸
ピ
膜

素フ
°
ラス

レンフィルム
との接

理
ミニ

処
勲
性

）
と
着

り
蒸

ｏ

　

ム

桁
着

中村吉紀 他日本接着学会誌
Vol。 29, No。 5,
p197-203,1998

学 会 名発 ,表 題 名 発 表 者学 会 誌

ツ
゛
ィ

ルール

度の

乃
所
精

の
局
御

炉

一
制

成
Ｄ
と

焼
α
入

一

器
御
導
善

陶
制
の
改

小川栄司 他21阪
阪

大
大 望業大学甕替是隻孫轟恐製磐

学

ア7デ イ制御 による陶器
焼成炉の温度雰囲気
制御

小川栄司 他2
流交際

一

市
国
タ

坂
坂
ン

大
大
セ

写聾屏努発製禦損馨

小サII栄 司 イ也2
流交際

一

市
国
タ

坂
坂
ン

大
大
セ

峯聾屏努難製禦損饗
ガ
陶
動

乃
式
自

簿甥囁洗a接
ツチ

化システムの開発

炭素微粒子を含
エホ

°
キン樹脂を用 t

電波吸収体

む
た

木村 昌彦 他5。 12.13
圏出実学弱亮援群奨雲

学会

木村昌彦 他21
炎優主業大学挙甕品缶隻最曇懸笑会る

た
す

い
関

用
に

を
体

子
収

粒
吸
察

素
波
考

炭
電

一

発 表 者月  日会  場主催機関 。名称発 表 題 名
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京都市
京都国際会館告整尋撃霧勢蜃

おける高圧下における
Bacillus subtilis
液化型 α アミラーセ

°
の挙動

松本 正5,8,19

低温フ
°
テス

$マ
研究会酸素フ

°

と
°
レンフィ

膜 との

ラス
゛
マ処理ホ

°
リア

°
ロ

ルムとアルミニウム蒸着
接着性

中村吉紀7福井市

5.  7,  9

雙屡買民会館目察撃絣寃舞望曇恐尋籍佑勇撃耕薮秀
那須喜一 他

具禿毬隷諦会。シ`ゥム
度
含
用
率

速
積
化
性

・

波
体
強
弾
係

昔
維

，．
向
関

超
繊
Ｑ
方
の

によ

写§
拗
定
角

ＦＲ
推
直
と

る
の
の
速

井上栄一 他6.3.16大阪市
なにわ会館

東京都
電気通信大学

第 11回 ロホ
゛
フト学会

学術講演会球文撹詠等弓漑籍鵠違け
久
二

典
寛

尾
瀬

深
月 他

5.11.14

朧
鎖

ｕｇ
価
に

ＩＩｏ
評
法

5,10。 17
学

市
大

取
取

鳥
島握晉鞠馨

学会 月瀬寛二 他

が響薫撲鮮 夏義冥事層え麟零短鯨森究会
月瀬寛二 他5.  9. 47

移動 している部品の
ロホち卜7-ム による把持

つ
乙

７
Ｉ

発ご課ぁ日本機械学会
D&D' 98

久
二

典
寛

尾
瀬

深
月 イ也

発 表 題 名 月  日会  場主催機関・名称 発 表 者

③工業技術連絡会議関係研究会等での発表

中村吉紀 他5。  6.29池田市発開
究

術
研

技
度
会

域
年
表

地
４
発

要
成
果

重
平
成

材
材
料

子
他
す

分
Ｄ
ぼ

高
Ｑ
及

那須喜一 他
５

５

６

６

0.13
0,14
2. 10
2.22

市

市
市
山
市

阪
戸
歌
井

大
神
和
福

域
術
広
及

技
業
普

度
事
果

年
助
成

２”４
帥
職

△
零

成
発
同
習

平
開
共
講

卿
勘
如

＞

材
関
ガ
究

合
に
〕
研

複
工
性
る

的
加
熱
す

端
び
耐
関

先
及
＜
に

連

コンと
°―タ

夕
蹴 会

伊
工
コン ユ

チァ
技

泳
別
究

ガ
選
研

櫻井 淳5.10.7411i奈 川

電

ユ
Ｃ

連
ピ
Ｍ

技

ン
Ｅ

エ
コ
会

子連
―タ
研 究

合部会
応用分科
会

表面同期構造による電波
吸収体の特性向上につ
い て

木村 昌彦5.10。 14束広島市

会  場主催機関 。名称発 表 題 名 発 表 者月  日
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(5)職員の技術研修

①中小企業大学校への派遣

②工業技術院関係会議

③その他の技術研修

木村 昌彦1.25～ 1.27事例研究短期研修課程 3日 間コース

小川 栄司1.12～ 2中小企業技術指導員研修課程 情報わ トワーク技術 lヵ 月コース

河村 安太郎5～ 9,10中小企業施策担当者研修課程 1週間コース

氏 名期 +翻研 修 コ ス

6. 3.30大  阪近工連資源環境部会 阿部 弘幸

野上 雅彦6. 3. 9神  戸近工連物質工学部会デザイン分科会

斎 田 雄介6.3.4池  田近工連総会

池  田近工連資源環境部会 前川 昭6.3.3
京  都近工連機械金属部会 松川  遊5。 11。 18～ 19

野上 雅彦5。 10,22京  都近工連物質工学部会デザイン分科会

工技連機械金属連合部会メカ トロエクス研究会 月瀬 寛5。 10.21～ 22仙  台

久  居工技連生命工学連合部会中部近畿地方部会 松本  正5。 10.21～ 22

広  島工技連電子連合部会EMC研 究会 木村 昌彦5,10.14～ 15

大  阪工技連機械金属連合部会計測分科会 河村 安太郎

桜井  淳5.11.H～ 12

5。 10.12～ 13

福  井近工連電子部会

津
松

会
若

工技連物質工学連合部会デザイン分科会 野上 雅彦
山下 誠児

5.11。 10～ 12

5.10,7～ 8赤 穂近工連物質工学部会 中村 吉紀

中山 勝之5。 10.6～ 7横  浜工技連電子連合部会騒音・振動分科会

櫻井  淳5。 10。 6～ 7横  浜工技連電子連合部会コンヒ
°
ュータ応用分科会

Ⅲ可部

下

弘

誠
幸

1蜘 児

5。 10.6大  阪近工連テ クノ リサーチコンファレンス

札  幌王技連物質工学連合部会分析分科会 横井川正美0

7 2ユ也 田近工連物質工学・資源環境合同部会 中村 吉紀

松本  正6.23～ 25新  潟工技連生命工学連合部会

井上 嘉明5。 5,27～ 28宇都宮工技連電子連合部会

阿部 弘幸5.19～ 21盛  岡工技連資源環境連合部会

河村 安太郎3仙  台工技連機械金属連合部会

河村 安太郎奈  良近工連機械金属部会

東  京工技連機械金属連合部会メカ トロニクス研究会WG 月瀬 寛
０
と

富  山工技連生命工学連合部会中部近畿地方部会 松本  正5.4.21～ 22

期    間開催地△
ボ 議 名 氏   名

9,16～ 17東  京品質工学研究発表会 中山 勝之

5。 9,7～ 10つくば食品関係技術研究会 松本  正

那須 喜一5, 8. 4吹  田イオンクロマ トセミナー

阿部 弘幸5.6.18東  京ミクロシンポジウム

デザイ ン行政研修 山下 誠児5.6.13～ 18東村 山

大  阪CG OSAKA'93 月瀬 寛5.6。 10

横井川正美5. 5。 28大  阪セラ ミックス技術セ ミナー

5。  5.28京  都電子情報通信学会研究会 中山 勝之

ロボ ッ ト技術調査 深尾  典久5. 4.28名古屋

期    間開催地△
本 議 名 氏   名
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6.3.29～ 30東  京電気学会全国大会 井上 嘉明

宇都宮日本水環境学会 6。 3。 15～ 18

6. 2。 24大  阪

東 一承超音波マイクロスコピー研究会

分析評価技術講演会

井上 栄一

松本 正

甫了サ||  ‖留

6.2。 21～ 22

6.2.21大  阪デザインセ ミナー

6.2.17大  阪インターネット・シンポジウム

6.2。 10大  阪実験住宅調査

京  都ニューセラミックスセ ミナー 前川

野上

/トナ:|

山 下

‖召

雅彦

栄司

誠児

6.2。 1～ 4日 間

京  都SRコ ンフ ァ レンス 阿部 弘幸6.1.18
大  阪地球環境技術展 桜井 淳5,12,7
大  阪大阪テクニカルセ ミナー 中村 吉紀5。 12。 2

5,11,26京  都金属分析講習会 横井川正美

甫灯サII  樹留5.11.25-26倉  敷ガラスおよびフォ トエ クス材料討論会

松サ十1 進5。 11.25～ 26名古屋金属系材料担当者会議

松本 正正5.11,17～ 19つくばバイオリアクターセミナー

木村 昌彦5。 12。 18岡  曲電子情報通信学会マイクロ波研究会

MSセ ミナー 2東  京

赤 穂新素材関連技術国際会議 中村 吉紀

那須 喜一

5。 11.8～ 9

斎囲 雄介5。 11。 7～ 9赤  穂シンクロ トロン放射光サ ミッ ト

8京 者b人間工学 。生体計測セ ミナー 井上 栄一

5。 9。 16大  阪オゾン関係講習会 阿部 弘幸

氏   名期    間開イ」曽士也△
ボ 議 名

①海外派遣

大槻 員一6.3。 9～ 3.21ブラジル友好交流使節団

中山 勝之5。 11.20～ 11.30リオ・ク
゛
ランテ

゛
・ド。スール州科学技術交流団講演

期    間開催地△
本 議 名 氏   名
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5。 広報・情報提供

(1)科 学技術振興プラザの開催

産 。学 。官の交流機会の創 出と科学技術の啓発普及を図ることを 目的に滋賀県科学技

術振興プラザを (財 )法 賀県工業技術振興協会に委託の うえ実施 し、約 200名 に上る

参加を得 ま した。 (詳細は、協会事業の 甲。科学技術振興プラザ事業を参照 ください。 )

(2)Tll行 物の発行

①技締情報紙「 テクノネ ッ トワークJ

工業技術セ ンターの活動報告、試験研究機器紹介をは じめ、最新の技術情報か ら技術

の基礎矢U識 まで、広範な工業技術に関す る情報を提供す るため発行 し、県内企業の経

営者、研究者および関係機 関、団体等に配布 しま した。

○発行 :年 3回 (7月 、11月 、3月 )VOL。 24～ 26 部数 :各 2,000部 (振 興協会 と合同発行 )

②業務報告書

乳成 4年 度の工業技術セ ンター業務活動の年報 と して、第 呈号を発刊 しま した。

内容は、業務概要、施設氏設備、組織、予算等を中心にまとめた もので、主に行政 。

試験研究機 関、関係 団体等へ配布 しま した。

O発行 :8月  部数 :600都

③研究報告書

県内企業への技術移転を 目指 した応用研究を主軸に、併せて先導的な研究実施 を 自由9

とす る「工業技術セ ンター研究指針」に もとづ き、メカ トロニ クス応用の 自動生産化

システムの研究、複合材料の評価に関す る研究等に取 り組んでいますが、 これ ら研究

成果を広 く県内企業 に普及す るとともに、技術指導等の基礎資料 と しての活用を図る

ため、平成 4年度研究報告 と してとりまとめ、主に行政 。試験研究機 関等へ配布 しま

した。

O発 行 :8月  部数 :600部

④その他

菫セ ンターの利用促進を図るため、「利用の手引きJ、 「試験研究機器等一覧」等を

作成 し関係機 関、県内企業等へ配布 しま した。

(3)工 業技術情報資料等の収集・提供

工業技術 に関す る図書、雑誌および資料を備え、県内企業への閲覧 。貸 出に供す るた

めの体制整備 に努めま した。

所有図書 :図 書 :約 9,300冊  雑誌 :約 100種 類  日本工業規格 :全 部 F日

情報検索 !JOIS、 PATOLIS(滋 賀県工業技術振興協会にて運用 )

(4)見 学 者 等 の対応

開設以 来 、施 設、機器 、運 営等 につ いて、海外 を含 め、 県 内外 か らの技 術者 、経 営者、

行 政 関係 者 等 の多数 の視察 、見学 が あ ります。

平成 5年 度見学状況

342人33件計

138人15件県 内 団 体 等

204メ、18件県 外 (海 外 含 む )団 体 等

件  数区 分 人  数
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(財 )滋饗 県工業技術振 興協会 の活 動

1.概 況

2 理 事 会・ 運 営委 員 会 の 開催

8 専 r4部 会 の 開催

4 人材 育 成 習T業

5.技 術 情 報 1又 集 。提 供事 業

6 技 術 。人 白も交 流 促 進 事業

科 学技 術 振 興 プ ラザ事 業

8 研 究交 流 促 進事 業

7



概 況

人材 育成、情 報収集・提供、技術 。人釣交流、産学宮交流促進の 4つ を主な事業 と

する当燃会 は、工業技術セ ンター と表裏 一体の臨力の もとすこ本県工業技術 の拠点 とし

て企業 ニーズ‡こ可鑓 な限 り対応すべ く、 それぞれの事業の内容充実 に努め ま した。

本年度 4ま れ工業技術振興会館 を拠点に、技術研修の充実、科学技術 起 ミナ ーの開催、

図書室の運営 な ど、積極的 な取組 み を進 め、 さらには技術・市場交流プラザ事業 の関

罐、 OBグ ル ープお よび滋賀県異業種交流連合会の支援な ど、交流促進事業 を展 FTHし

ま した。

また、産学官交流健進では、昨年行 った 「産学官連携による工業技術振興 システム」

の調査研究 を踏 まえて崇具体的事業 として、 F産 学官研究交流健進 協議会」 を発足 す

る とともとこ、産学官 が連携 して FA閲 運技術の高度化 を図ることを通 して、滋 賀県の

産業 と学術 に寄与す るこ とを目拗 に 「しが FAコ ンソーシアムJを 結成 しま した。

2 理事会 。違 鐵委員会 の開催

平成 6年

3月 8日

理  事  会

(第 3国 ) 第 6号議案  平成 5年 度収支補正予算 につき、議 決

を求めることについて

第 7号 議案  平成 6年度事業 計画 および収支予算 に

つき議決 を求めることについて

理 事 会

(第 2回 )

平 成 6年

1月 盈4日 第 5号議案  役員の辞任 に伴 う後任役員の選任 を求

めることについて

平成 5年

6月 21回

理  事  会

(第 1圃 ) 第 1号 錢築 平 成 4年 度 事 業 報 告 お よぴ収 支 決 算 に

つ き馬 議 決 を求 め る こ とにつ い て

役 員 (理 事、 監 事 )の 任 期 満 了 に伴 う

後 任 役 員の 選任 を求 め る こ とに つ いて

理 事畏 お よび目U理 事 長 の互 選 に つ いて

常 務 理 事 を選 任 す る に つ き同意 を求 め

るこ とにつ Vヽ て

第 2号議 案

第 3号議案

第 4号議案

会  議 嘉閥 攘  回 議 案
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食   品平成 6年

3月 3日

・ 平成 5年度研修実施状況について

。平成 6年度技術研修 計画について

電子・機械平成 6年

2月 23日

・平成 5年度研修実施状況について

・平成 6年度技術研修計画について

工業 材料平成 6年

2月 22日

・平成 5年度研修実施状況 について

,平成 6年度技術研修 計画 について

吉瞬        F日開 催  日 内 容

3,専 門部会 の 開催

4。 人材 育成事 業

「企業は人 な り」 を実践 するため、各技術分野にわ た り研修講座 を設 け、企業 の求

める実践的かつ高度 な研修 をめ ざ し、理論 と実習の両面か ら研修内容 を充実 して実施

しま した。

①短期研修

13講座の受講者は 226名 で、大企業は 34。 5%、 中小企業が 59.7%の 割

合であ り、前年度に比べると、中小企業の比率がやや減少 しました。

また、受講者の地域別の割合で、湖南・甲賀・中部で 88。 5%を 占めています。

昭和 60年 からの受講者累計は 2, 144名 に連 しています g

ア.実  績

5. 6. 7-  7. 9 1018BASIC言 語講座 40.5

5. 6.15′V   7.13 30プラスチ ック射 出成形加工技術講

座

34,09

5. 5。 24′Ψ   6.18 鉄鋼材料 と熱処理講座

時 間

25.5

日

6

名

22

実 施 年 月 日 講    座    名 時 間 数日 数受 講 者
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100. ①5。  85 9 734. 5比  率 (%)

226名13名135名78名受 講 者 数

キ
ー

ヨ

阿そ  の  他中 小 企 業大  企  業

イa企業規槙別受講者数

ウ.地域別受講者数

100。 00。 91.82。 26.619.518.650.4士ヒ署ド (猛 )

226勇42名4名5名15名44名42名114ヨ旨受講者数

■
１

「〓

Ｈその他湖  西消用  耳ヒ湖  東中  部甲 賀湖  南

②長期研修

長期研修は大企業 が 5名 、中小企業が 15名 、地域的には湖南が 14名 、 甲賀・中

部で 5名 と近 隣地 区か らの受講が 目立 ちま した。

実  績

内  容

時 間
200

日
51

名
20機械 システム学科5. 4.20′Ψ   ll.30

時間数日 数受講者講 座 名実 施 年 月 日

3回強度設計の計算法

2回材料強度 (実 験 )

材料強度 3回

3回材料力学 (演 習 )

4回材料力学

強度設計の基礎機械設計 40回

3回機械力学

1回オ リエ ンテ ー シ ョ ン 1回
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言十 13講 座 92226 406.0

6。  2.16-  2.21 食品加工技術講座 9 10.53

6。  1.24-   2.17 20メカ トロニ クス実用入関講座

―各種モジユーカの利層方法―

8 31。 O

6。  1。 24′Ψ   2. 4 プラスチ ック材料の利用技術講座 418 24.5

5。 11. 8～   12. 2 プ レス加工技 術講座 28.0719

5。 11. 5′V  ll.30 パ ソコンインターフエイス技術講

座

32,0614

5。 10。 22-  12。 14 1717メカ トロニ クスのための C言 語講

座

71。 0

5。 10。 12～   10。 19 14自動化のための乾ンサ技術講座 22。 0

5。  94 6-  10。  7 メカ トロニ クス基礎 講座 11斑8 44。 0

5。  9, 8～    9。 10 22,03近1プログラマプル・コントローラ

中級講座

5。  8。 20-   8。 27

時 間

21。 ③

厨

4

鶏

猛6―プログラマアカ・ヨントローラによも一

自動化 。省力化技術入関講座

実 施 年 月 日 時 FE44数目 数講   座   名 受講者
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5 技 術 情 報収 集・提供 事業

県内企業が求める技術情報 「JOIS」 と特許情報 rPATOLIS」 の利用状況

は、 ジ ョイスが 34作 、パ トリスが 20件 で した。

また、科学技術セ ミナ ーの開催 は年間 9園 (う ち 1回 は同一内容で開催 )、 さ らに

情報紙 「テ クノネッ トワー ク」の発行な ど、情報の提供 に努 めま した。

①情報検索

合  計    54件   822分

20小  計35934/」  ヽ 言十 463

33O3 138

21  132 27

62026 1 853

23212 47

211 8118

910 4410

95639 OO

９

一810078 30

OO7OO7

27９
中67246

OO57285

5
件

5 48
分件

5 4 57
分

利 用 時 間件   数年 :月利 用 時 間件   数年 :月

PATOLIS利 用 状 況」 O I S利 用 状 況
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66回▲
言十

見    学 2回 2回工 場 見 学

3回プログラマアルコントローラ(PC)に よる自動化 (実 習 )

ア クチ ュエ ー タ (実 習 ) 4回

3回セ ンサ ー (実 習 )

4回デジタル回路

4回アナ ロ グ電 子 回 路

1回自動制御関連実験

自動制御自動制御

メカ トロ

システ ム  23回

4回

9回設計演 習製図 (実 習 )

2回シ ス テ ム エ 学

3国熱 工 学機 械 システ ム設 計

4回機械 要 素 設 計

4回材料 と加工

1回 =3時 間 他 に学内 (龍 谷大学)見 学 2時 間 宿泊研修 1回 実施
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② 科学技術セミナー実績

科学技術セミナーは、話題性のある技術、先端技術、および将来期待される技術、

また製品開発への取組み方などをテーマ として、基本理論、応用への道筋、さらには

実践的活動の実例 を踏まえて実施 し、情報の提供に努めました。

ア .実  績

5。  7.2964 無公害洗浄技術の動向

…脱 フロン、脱 ニタンヘの対応 ―

最近のオ ゾン層保護対策について

近畿通商産業局商二部商工課

基礎産業係長  今 田 修 司 氏

43

63 5。  6.24

57

薄膜 による材料 の表面改質 とその応 用

・薄膜合成技術 とその新展開

龍谷大学理工 学部物質化学科

教 授  上擦 栄治 氏

・薄膜 に よる表面改質の応用

日本 ITF俯 技術部長 斉藤 恭寛 氏

5.6.11

106好 評 の た め第 62回 と同内容 、 同講 師 で開 催

5. 5。 2662 IS09000シ リーズヘ の 取 り組 み

。IS09000と は何か、 どう取得 し、 どう生 かすか

(財 )機 械電子検査検定協会関西事業所

副所長兼品質保証室長    福井  博 氏

IS09000認 証取得の経験

―準備か ら認証取得 までのポイ ン トー

日本アイ `ピ ー・ エム冊野洲事業所

品質保証品質企画担 当    由岐  保 氏

名

121

年 月 日回 参 加 者数ア マ 講   師
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5,11。 3067

51

ウォータージェッ ト技術の現状 と動 向

。新 しい加工分 野 を拓 くウオ ー ター ジエ ツ ト技 術

工 業 技 術 院 資 源環 境技術 総 合研 究所

次 長   宇 佐 美  毅  氏

・産業分野への応用

―切 りに くいか ら、 ウォータージェ ッ トー

脚 スギノマ シン研究開発部長  岩城  朗 氏

5。 10。 2966

98

ヒッ ト商品の開発

一リーダーシップやマネジメン トのあ り方につ いて一

。倉1造性 を育む リーダーシップ

神戸大学経営学部助教授 金 井  壽 宏  氏

・液晶ピユーカムの商品開発事例

シャープ僻電子機器事業本部

デザ インセンター所長  西野 正毅 氏

65 5。  9,28

58

拓 けゆ く仮想現実の世界

一パーチャル リア リテ イ (VR)で 何ができるのか一

・ コンピユータグラフイックス とVR

大阪学院大学国際学部教授  太村 皓一 氏

・ VR技 術 とその産業応用の現状

毯下電工鰯 インフオメーシヨンシステムセ ンター

VR開 発室主幹技師  野村 淳二 氏

滋賀県高度情報化推進会議 と共催

・我社の B党 フロン、 B比 五タンヘの取 り組 み

ダイハツエ業鶴材料技術部材料技術室

鶉野 吉信 氏

日本アイ・ ピー・正ム脚生産技術部

伊醸 篤志 氏

松下電器産業鶴環境技術研究所

椎野  徹  氏
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A
四 言十 9 国 671

6。  3,  269

47

これ か らの 食品 の 方 向

。食生活 は どう変わ ってい くか

武庫川女子大学家政学部

教 授 大塚   滋  氏

。これか らの食品開発の方向性

仰 日本食品開発研究所

常務取締役 太 田  隆 男  氏

95

地球環境 の観点 か ら 一C02問 題の現状 と課題 な らび

に太陽エネルギーの利用 と展望 ―

・地球環境への C02排 出の影響 と課題

名古屋大学 。椙山女子学国大学

名誉教授  北野 康  氏

。いよいよ実用化が始 まった太陽光発電の現状 と将来

展望

三洋電機帥 取締役

研究開発本部長  桑野 幸徳 氏

クサツエ ス トピアホテルで開催

(財 )滋 賀県総 合研究所、滋賀県中小企業情報セ ンター

と共催

6。  2. 268

イ.企 業規模 烈1参 加著救

比  率 (°/c) 55143. 7 4。  8 100。 O

参加者数 (名 ) 346298 67132

大  企  業 そ の  他中 小 企 業 言十
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ウ.地 域別参加者数

③.情 報紙の発行

2,000ァクノネットワーク VOL. 266。    3

2,000テクノネットワーク VOL。  255 1  1

2,000ァクノネットワーク VOL。  245.   7

部  数名 称発 行 年 月

④.工業技術センター図書の管理運営

工業技術センターの技術関係図書を県内企業等に広 く活用 してもらうため、工業技

術センターか ら委託を受けて、閲覧、貸出、複写サービス業務 を行いました。

131 13710
18616648 9

▲
口
　

計

1712469

141  1373161  1438

15143421815497

2212331321536

71330121212325

2224581710374

貸 出 (名 )複 写 (名 )閲 覧 (名 )月貸出 (名 )複写 (名 )閲覧 (名 )月

100.08,30.96.04.69。 412.758.1比率 (%)

671名56′旨6名40名31名63名85′路390′旨受講者数

言十その他湖  西涌河  耳ヒ湖  東中  部甲  賀溺  南
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6.技術・人的交流促進事業

①滋賀 県技術・市場交流プラザ開催事業

今年度の グル ープは、第 9次 目の グループであ り、景気の後退 とい う懸念材料 があ

ったが、公募 した結果、 20社 の 申 し込 みがあ り、 まず、参加企業間の相互理解 か ら

スター ト、以降、技術的課題 を議論 し、 さらに、 見学会 を実施する等一層 交流 を深め

ました。

この グル ープも 6年度 か ら任意 グループとして、新 たな活動 を開始 しま した。

・活動 内容

5。  6。  7 24名工 業技 術 振 興

髪1匈営(融合化センター)

1,7月 例会の宿泊研修での討議テ ーマにつ

いて

2.企業紹介 「わが社 を語 る」

・ アーステ ック腑     渡遊 隆弘

・脚 アイテス      鈴木 善行

・ アヤハ化成帥      関 目 正雄

・池本酒造脚       池本 久弥

。 (有 )イ マ ック    澤田 喜代一

。イヮタニメランテリク脚      近藤 文五

5. 5。 18

(発 会式 )

1。 あいさつ

2.工業技術セ ンター紹介

3.助 言者、事務局 (協 会 )紹 介

4.講 演 「異業種交流 プラザの取組 みについ

て」

技術士 。カタライザー 助言者 新庄 秀光氏

5。 会員 自己紹 介

6.協 会 OBグ ループの概要

7.会 則、事業 計画 について

8.定 例 の例会開催予定 日について

80名工業技術振興

茎妻飼ヨ(産学宮女湾室)

5。  4.21 本年度、助言者に新庄秀光氏 を委嘱

5年 3月

～ 4月

平成 5年度技術 ・市場交流 プラザの会員

募集

参 加 企 業

20社

年 月 日 参 加 者 数実 施 場 所内 容
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20名会 員企業

つがやま荘

1.会 員企 業 見学

・研 アイテ ス

・ イ ワ タニ プラ ンテ ック仰

2.助 言 者感想

3。 懇 親 会

5.10。 13

13名長浜 ロイヤル

ホテル

第 3回 滋賀県異業種交流大会に参加5。  9. 8

24名工業技術振興

=当

宮自(融合化センター)

1.企 業紹介 「わが社 を語る」

。開山産業

・関西産業齢

・デイトロンテタノロジー仲職

・地域計画研究所

。 Iカ トロエンジエアリンア

。山仁産業腑

。東洋化成工業備

。満 田工業鵬

2。 助言者の感想

3.連絡事項

田村

児島

森下

橋本

/Jヽ ,II

関谷

稲垣

中村

耕一

裕明

恵一

雅彦

忠喜

仁宏

絡

容弼

5. 8。 24

22名滋賀県

青年会館

(宿 泊研修 )

1。 研究討論方法の説明

研究テ ーマ選択 とグループ編成

2.グ ル ープ討論

3.グ ループ討論の まとめ

4.発 表

5。 質疑 および助言者・カタライザ ーの感想

[討 論テーマ ]

・製品開発 と市場開拓

・企業連携 と事業の多角化

・企業活性化のための方法

5。  7。 14

ハツ 15

・アヤハ ク リエイツ   吉田 茂樹

3.助 言者感想

4.年 間の活動 計画、運営方法 につ いて

例 会開催 日、工場見学、宿泊研修等

5。 その他連絡事項

参加者数実 施 場 所内 容年 月 日

-51-



6。  3. 9 工業技術振興

会館 (蟄合化センタ‐)

1。 アンケ ー ト結果について

2.講 演 r異業種交流 を実 りあるものに」

助言者 新庄 秀光 氏

8。 会員の所感

『交流 プラザの一年 を振 り返って」

4.次 年度 の グループ運営方法について

。会 の規約、 円滑な運営方法、例会の 日

時 について

21名

1.会 員企業見学

。東津化成工業鶴

2.プ ラザ 93の 今後の進め方について

助言者 新庄 秀光 氏

3.ア ンケー ト・感想文について

4.懇親会

6。  2。  9 20名

会 員企 業

工 業技術 振興

響そ向営(融合化センター)

1.126 会 員企 業

京郎リサ…チパ“タ

1.会 員企 業 見学

。鶴 アヤ ハ ク リエ イ ツ

2.京 都 リサ ー チパ ー ク腑  施 設 見学

20名

5.12. 2 23名会員企業

ひ ょうたんや

五。会員企業 見学

。満田工業帥

。アヤハ化成鶴

。鰯肥田電器金型製作所

2.懇親会

20名会 員企業

かすが

1.会 員企業 見学

。鶴 ヒラカ ワガイ ダム

・ ダイ トロンテ クプロジー鰯

。開山産業

2.懸 親 会

5。 11.10

参加者数実 施 場 所内 容年 月 日

④異業種交流推進事業

異分野の技術 力や市場、経営力な どを融合 させ て、技術開発、新製品開発、市場開拓

な どを行い、新事業 を開拓 していこうという経営資源の 「融合化」の動 きはます ます

活発にな り、 また、 その成果 も生 まれつつあ ります。同時に よ り広 い事業機会 と協力

可能な企業の相互確保 を目的 として、一定地域内での グル ープ活動 か ら多数の グルー
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プとネ ッ トワークを作 る動 き,交 流活動領域の広域化が ます ます活発にな ってい ます。

ア.融合化セ ンターの選営

元年度に設置された融合化推進室 (融 合化センター)の運営に携わ りL異業種交流

活動の情報発信基地 としての機能充実を図 りました。

主要事黒

。融 合化相 談等

・異素種交流室の利用

・融合化に関する情報提供

。融合化に関する図書の貸出 し

・ カ タライザーの派遣

・ 情 報機器の利用

イ.異 業種交流支援事業

当協会 よ り誕生 した グル ープ、 「カオス 60」 「テ クノス 61」 「オ ラクル 62J
「レイテ ック 88J「 ミングル 89』 『 STAGE90』 『買 yb Ftt d 9 1J『 ス

タデ イオ ン 92』 の支観 を引き続 き行 いま したり

また、 県内異巣種交流 グループの連合組織 である 「滋賀県異業種交流通合会」 (平

成 3年 7月 設堂、 19グ ル ープ)で は、企業間の相互 交流 を深めるため、第 3回 目の

交流大会 を開催 され科 当協会は、事務局 として全面的に支援 をしま したロ

さらに、近競異来種交流推進連絡協議会の主催する交流会等 に積極的に参加 しま し

た。

。OBグループの実綴 (参 考 )

1215ミングル 89
10 13レイテ ック 88

1214スタデイオン 9212オラ クル 62

1312Hybrid9112l  lテ ク ノス 6と

1  110STAGE90121  1カオス 60
裂含営奈を警

グ  ル プ  名q含言京髪警
グ  ル プ 名
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・滋賀県異業種交流通合で開催された事業 (参 考 )

近畿異業種交流推進連絡協議会で開催 された事業 (参 考 )

五菜技術振興会館

(融 合化セ ンター )

幹事会
,6年度事業計画 について
。第 4回大会実行 (案 )の 承認について

・連合会企画 員 の選任 につ いて

6。  3。 10

工業技術振興会館

(融 合化セ ンター )

第 4回 大会実 行委員会 (第 3回 目)

・テーマの決定

6。
‐
1.26

工業技術振興会館

(融 合化セ ンター〕

第 4国 大会実行委員会 (第 2回 目)

・ メインテ ーマ・分科会テーマの検討

5。 12.15

工業技術振興会館

(融 合化セ ンター〕

正副会長会議
。第 3回 大会 収支報告
。今後の方針について

5。 11。 17

工 業技 術 振興 会 館

(融 合化 セ ン ター )

第 4回 大会実行委員会 (第 1回 目)

。第 4国大会の開催内容 について

5。 11。 17

工 業技 術 振興 会 館

(融 合化 セ ン ター )

交流 プ ラザ OBグ ル ープ会 長 会議
。第 3国 大 会 の反 省 と第 4回大 会 の基 本 方針

に つ いて
,大 会 実 行 委 員の選任

5。  9。 16

長 浜 ロイヤ ル ホ テル

第 3回 滋賀県異業種 交流大会

メインテーマ 『新創業時代 に対応 する」

内容

1。 中小企果 における リス トラ 他 11テ ーマ

18分 科会 に分かれて グループ討議

2.分科会発表

3。 交流パーテ ィー

参加者   153企 業  170名

5。  9. 8

工業技術振興会館

(融 合化セ ンター )

幹事会

・ 役員週任
。第 3回 大会の開催計画 について

5。  6。 16

ホテル・

ニユーオ ウ ミ

正副会長会議
・ 5年度事業の方針について

5. 5。  6

実 施 場 所内 容年 月 日

大 阪第 一 ホテ ル

(大 阪 マ ル ピル )

第 1回 交流会

・講演 大阪マル ビル社長 吉本 晴彦 氏

・テ ープル交流会

・交流パーテ イー

5. 4.16

実  施  場  所内 容年 月 日
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6, 3. 9

京都

プライ トンホテル

第 2回 交流会

・ 講演 京都リサーチパータ社長 遠藤  治 氏
。交流交歓会

5。 11.17

京 都 グラ ン ドホ テ ル

幹事会

・ 5年度の交流会開催案 について

5.11, 4

福井蘭五会議所 ビル

'93近 畿 ロック技術 。市場交流プラザ

テーマ 「多様化時代 への挑 戦・宝 さが しJ

福井大会

京都プライトンホテル

総会

・ 5年度役員の選任について
。5年度事業計画及ぴ収支予算について

5。  7。 30

マイ ドームおおさか

幹事会
。4年度事果及ぴ収支決算報告
。5年度事務局体 制につ いて

・ 5年度事業計画及び収 支予算 について

5. 6。  8

年 月 日 実 施 場 所内 容
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7.科 学技 術振 興 プラザ事業

産 。学・官の交流機会の創 出 と科学技術の啓発普及 を図 ることを目的 と して、科学

技術振興 プラザ を実施 しま した。

<日   時 > 平成 5年 11月 5日 (金 )午前 9時～ 午後 4時

<場   所 > 滋賀県工業技術セ ンター

<参 加者数 > 150名

<内   容 >

テ ーマ r21世 紀 への旅立 ち、今、何 をなすべ きか

―キー ワー ドはビジ ヨン (展 望 )と テ クノ (技 術 )一 」

・講  演 「 21世 紀 に向けての科学技術展望」

基礎化学研究所所長・

前京都工芸繊維大学学長 福井 謙一 氏

・工業技術 センター研究発表会

・研究活動 のパネル展示

・異 業種交流融合化組合の成果発表展示

・特許取得方法の手 引き展示
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8 研 究 交流促進 事業

平成 4年度 に行 った 「産学官連携による工業技術振興 システムの調査研究」 を踏 ま

えて、具体的事業 と して、 「しが FAコ ンソーシアム」の結成 と、 「産学官研究交流

促進協議会Jを 発足 しま した。

①しが FAコ ンソーシアム事業

<会  員 数>

会 員企業 -42社  特別会員 … 25名 (大 学 )、  14名 (公 設試 )

内  容

立命館大学

衣笠校舎

<第 2回例 会 >
1.研究 活 動報 告

「 FAに 関 す る研 究紹 介 』

「人 間 の 自然 な動 作 を入 力 とす るとユーマンインターフゴ ス」

立 命 館 大学 理 工学 部   井上 教 授

「ニ ユ ー ラル ネ ッ トワー ク、遺 伝 アル ゴ リズ ム

の ロボ ッ ト生産 システ ム」

立 命 館 大学 理 工 学 部   渡 部 教 授

r振 動 と騒 音 の能 動 制御 」

立 命 館 大学 理工 学 部   秋 下 教 授

「ワイヤ ー駆 動 メ カニ ズ ム を利 用 した ロボ ッ ト

システ ム」

立 命 館 大 学 理工 学 部 川 村 助 教 授

「ロポ ッ トハ ン ド・ ア ー ムバ ン ド・双 腕 ロボ ッ

トの高機 能」

立 命 館 大学 理工 学 部  永 井助 手

2.大 学 研究 室 見学

3.交 流 パ ーテ ィー

5.10.14

クサ ツ

エス トビアホテル

<し が FAコ ンソー シアム設立総会>
1。 総 会

2.記 念譜演 「メカ トロ 。ロボッ トの現状 と課題 」

立命館大学客員教授 花房 秀郎 氏

3。 交流パーテ ィー

5。  9。  6

開 催 場 所内 容年 月 日
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6。  1。 25 龍谷 大学

<第 4回例会 >

1.研 究活動報告

「カーエ レク トロエ クス とメカ トロニ クス」

龍谷 大学理工学部   壷井教授

「ニューロコンピユーテ イングとロボ ツ トコン

トロール」

龍谷 大学理工学部   堤助教授

rパ イオメカニ ックスの方法論」

龍谷 大学理工学部  和 田助教授

5。 11。 18 滋 賀 県

商 正 労働 会 館

かすが

<第 3回 例 会 >

1.研 究 活 動 報 告

「タス ク・ ダイ レクテ ッ ド・ ロポテ イス ク」

立 命 館 大学 理工 学 部   前 田教 授

「超 音波 に よる材 賀の非 破 壊評 価 につ いて 」

龍谷 大学理 工 学 部   大塚 教 授

「フ ァジ ィ クラス タ リン グにつ いて」

立 命館 大学 理 工 学 部  亀 井 lyJ教 授

「疲 労損 傷 の非 破 壊検 出 と余寿 命測定 方法 に つ

いて」

飽谷 大学理 工 学部    堀川 教 授

2.産 業 界 報 告

草津 電機 帥 、 ニチ デ ン機 械帥 、 キ ステ ム腑

3.特 別 講 演

rソ フ ト系 科 学技 術 につ いて J

立 命 館 大 学 理工 学 部   得 丸教 授

4.交 流 パ ーテ イー

年 月 日 開 催 場 所内 容
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6。 3。 10 つ が や ま荘

<第 5回 例会>
1.研 究活動報告

「プラシ レスCDモ ータの等価弱め磁界 による

最大出力運転 と最適定数」

立命館大学理工学喜卜 小松助教授

「制御系設計への知識工学の応用 J

龍谷大学理工学部  藤原助教授

「有気孔 メタルボ ン ドダイヤモ ン ドホイールの

開発」

立命館大学理工学部  囲中教授

2.産 業界報告

帥 イ シダ、鰯 日本 ピーコム、松下電器産業脚

3.交 流パーテ イー

年 月 日 開 催 場 所内 容

②産学官交流促進協議会事業

委  員

畑   信  夫 (財 )滋 賀 県工業 技 術振興 協会 副 理事 長

大 槻 員 滋賀県工業技術センター 所 長

木 本 順 市 滋賀県商工労働部商二課 課 長

山  田  奨 成安造形大学 軽 早習センター所 長

青 山 征 夫 立 命 館 大学 びわこ・くさつキヤンパス
事務局 次長

吉 野 和 夫 龍谷 大 学 REC事 務 長

廣  瀬  喜 滋 賀 県 商工 会 連合会 専務 理 事

田 村 重 明 滋賀県商工会議所連合会 事務 局 長

柴 田 五 郎 産業技術委員長(社 )滋賀工業会

増 田 敏 雄 (社 )滋賀工業会 事務 局 長

氏 名 役 職所    属    名

一 開 一



内  容

さ ぎなみ荘

<第 2回 協議 会 >
。平成 6年度 各機 関 の事業 情 報 交換

。産 。学 。官 連 携 推 進事 業 につ いて

。その他

・ 交流 会

6。  2.17

滋賀県

商工労働会館

<第 1回 協議会>
・協議会設置の経緯

。各機関における産 。学・官連携事業 について

・ 自由討議

。その他

5。 10。 25

開 催 場 所内 容年 月 日
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